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例　言

１	 本書は、京都市南区久世東土川町350番地10で実施した、長岡京左京一条四坊四町跡・東土

	 川遺跡の発掘調査成果報告書である。（京都市番号　22NG179）

２	 調査は、株式会社日産電機製作所の工場建設に伴い、長岡京左京678次調査として実施した。

３	 現地調査は、開発原因者より株式会社文化財サービス（以下、「文化財サービス」という）に

	 委託され、辰巳陽一（文化財サービス）が担当した。

４	 調査期間は令和５年３月22日～７月４日である。

５	 調査面積は717.0㎡である。

６	 調査は、掘削残土の仮置き場を確保するため、調査区を東西に二分割して実施したが、本報

	 告書では調査区平面図について、東西両調査区を接合したものを掲載した。

７	 本文・図中の方位・座標は世界測地系による。標高はＴ.Ｐ.（東京湾平均海面高度）である。

８	 土層名および出土遺物の色調は、農林水産省水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』に

	 準じた。

９	 本書の執筆は辰巳が行い、編集は辰巳、吉川絵里、中西佳奈江（文化財サービス）が行った。

10	 現地での記録写真撮影は辰巳が行い、出土遺物の撮影は写房楠華堂（内田真紀子氏）に依頼

	 した。

11	 現地での重機掘削は株式会社一誠建設に依頼した。

12	 調査に係る資機材のリースおよび仮設工事は株式会社Soidに依頼した。

13	 調査に係る資料は京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課が保管している。

14	 発掘調査および整理作業の参加者は、下記の通りである。

	 	 〔発掘調査〕	 菅田　薫、大西晃靖、田邉貴教、望月麻佑、田中慎一、小林一浩、上田智也、

	 	 	 吉岡創平、清須慶太、田頭　香（以上、文化財サービス）、作業員（株式会社

	 	 	 京カンリ）

	 	 〔整理作業〕	 望月麻佑、多賀摩耶、吉川絵里、森下直子、中　優作、場勝由紀菜、

	 	 	 野地ますみ、神野いくみ、甲田春奈、西尾知子、若山美帆、田頭　香、

	 	 	 下市沙耶香、鈴村　巴、内牧明彦、溝川珠樹（以上、文化財サービス）

15	 出土遺物の年代観は、	森岡秀人　「山城地域」『弥生土器の様式と編年　近畿編Ⅱ』木耳社　

	 	 	 1990年

	 	 	 國下多美樹・中島信親・清水みゆき　「鶏冠井遺跡」『向日市埋蔵文化

	 	 	 財調査報告書　第45集』　財団法人向日市埋蔵文化財センター　1997年

	 	 	 奥村清一郎・岩松　保・森島康雄・野水　永・高野陽子　「市田斉当

	 	 	 坊遺跡」『京都府遺跡調査報告書　第36冊』　財団法人京都府埋蔵文化

	 	 	 財調査研究センター　2004年
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 たします。
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第ᶗষ　調査の経緯

１　調査にࢸる経緯（図１）
　京都府京都市南区久世東土川町350番地10において、株式会社日ి࢈機製作所による開発事ۀが

ͦ。ըされた。開発༧ఆ地は長岡京左京一条四坊四町跡・東土川遺跡のൣғにあたるܭ のたΊ、京

都市文化市民ہ文化ܳज़都市ਪਐࣨ文化財อޢ՝（Ҏ下、ʮ文化財อޢ՝ʯという）によるࢼ掘調

査が࣮施された。ͦの݁Ռ、弥生時代から中世までの遺構およͼ遺物のଘ在が確認され、発掘調査

を࣮施することとなった。調査は、株式会社日ి࢈機製作所から株式会社文化財サービス（Ҏ下、

ʮ文化財サービスʯという）にҕୗされた。

２　調査の経ա（図２）
　発掘調査は、ྩ ̑年３月22日からݱ地作ۀにணखし、ྩ ̑年７月４日にݱ地における全ての

工ఔをྃした。調査区は、文化財อޢ՝のࢦಋにより、東西48.0̼、東辺南北19.0̼、西辺南北

14.0̼の-ܗࣈにઃఆし、面積は717.0㎡である。また、掘土のԾஔきを確อするたΊ、調査

区を東区と西区にೋ分ׂし、東区から調査にணखした。

৭をしたとこΖ、東区において10:34�3にͿいԫڈでআ代土およͼ耕作土をॏ機掘ݱۙ　

ఄするཻ࠭ࡉۃからなる遺物包含層にୡし、ͦの上面で中世の遺構を確認した。ͦのたΊ、֘面

においてਓྗによってਫ਼査を行い、遺構検出を࣮施した。ͦの݁Ռ、中世の素掘り溝にՃ͑、長岡

京左京東四坊坊間西小路の西側溝とみられる溝を検出した。֘遺物包含層の層ްは0.1〜0.2̼で、

これをআڈすると調査地におけるج൫層である10:36�6໌ԫ৭ཻ࠭ࡉۃが࿐出し、ͦ の上面で

弥生時代の遺物を包含する竪穴建物４౩とଟのピットを検出した。西区においては、ۙݱ代土

およͼ耕作土をআڈした時でج൫層にୡし、ͦ の上面で中世の耕作溝およͼ弥生時代のピットを

検出した。これらの遺構の検出状況を記録後、遺構掘およͼ掘状況の記録を行った。࠷後に

図１　調査位置図１（１：2,500）

ㄪᰝᆅ
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１．調査前（北西から） ２．調査区設定状況（南西から）

図２　調査経過写真

３．東区重機掘削作業（南東から） ４．東区遺構掘削作業（北西から）

５．調査区反転作業（南東から） ６．西区遺構掘削作業（南東から）

７．西区埋め戻し作業（南西から） ８．調査完了後（北西から）
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調査区の南นࡍにॏ機によって断ׂを行い、下層確認を行った。

　なお、ࣸਅࡱӨ機ࡐは、35ᶱϑϧサΠズの一؟ϨϑσδλϧΧϝϥ、35ᶱനࠇϑΟϧϜおよͼΧ

ϥーリόーサϧϑΟϧϜを用し、図面作にはखଌりによる࣮ଌ、トーλϧスςーシϣϯによる

図化、ࣸਅଌྔをซ用した。

ஈ֊におಋをडけた。また、遺構掘ࢦ՝の検査およͼޢ地調査においては、దٓ、文化財อݱ　

いて、文化財อޢ՝がઃཱした本調査の検ূ৹査ҕһであるᅳ下ଟඒथࢯのݱ地ࢹ・検ূをडけ、

調査にରするॿݴをいた。

３　ଌྔج४のઃஔと地区ׂり（図３）
　ଌྔج४は、734ଌྔにより調査地ෑ地に5．１、5．２をઃஔし、ͦの２からトーλϧ

スςーシϣϯにより5．３、5．４をઃஔした。ج४ଌྔのՌはҎ下の通りである。

　5．１　　̭ʹ�116830.623̼　　̮ʹ�25361.605̼　　̝ʹ13.678̼

　5．２　　̭ʹ�116837.870̼　　̮ʹ�25414.376̼　　̝ʹ13.715̼

　5．３　　̭ʹ�116821.282̼　　̮ʹ�25415.907̼　　̝ʹ13.590̼

　5．４　　̭ʹ�116820.087̼　　̮ʹ�25395.527̼　　̝ʹ13.588̼

　調査にたっては、検出遺構およͼ出土遺物のཧのたΊ、調査区にରして３̼άリッドをઃఆ

した。̮࣠にΞϧϑΝϕットを西から東に、̭࣠にΞϥビΞࣈを北から南にॱにし、྆者の

み߹わせで地区名とした。地区名は、άリッドの北西֯をج४とした。

４　ཧ作ۀ・報告書作
はࣸਅ、図面のཧと出土遺物ۀおよͼ報告書作を行った。ཧ作ۀ地調査ऴྃ後、ཧ作ݱ　

のཧをฒ行して࣮施した。遺物のཧはચড়、߹、࣮ଌ、トϨース、෮ݩ、ࣸਅࡱӨを行った。

報告書のࣥචは調査を୲した辰巳、編集作ۀは吉川、中西が୲し、ͦのଞཧ作ۀは社社һ

が分୲して行った。
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図３　調査区地区割り・基準点配置図（１：250）
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第ᶘষ　Ґஔとڥ
１　Ґஔとڥ（図１・４）
　調査地が所在するԵ܇地域は、東をܡ川が南

流し、木川と߹流して࡚ࢁからཎ川となって

େࡕ方面流下する。このことから、ݹདྷから

ਫӡの発ୡした地域である。また、京都ຍ地南

西にҐஔする西ྕٰࢁの東に向日ٰྕが南東方

向ுり出し、ܡ川の൙ཞによってܗされた

ԭ積平ががる。本調査地はܡ川ӈ؛から西

 1.2LNの地にҐஔし、長岡京の条坊෮ݩで

は、左京一条四坊四町およͼ東四坊坊間西小路

にたり、長岡京ഇ都後には条里੍地ׂにऔり

まれる。hࠐ 名ྨᡉ抄ʱにܡ川ӈ؛一ଳのڷ名

としてʮ܇世ڷʯとあり、調査地は久世の一

෦であったと͑ߟられる。本調査地が所在する

東土川に関しては、ԠӬ７（1400）年のʮ西ࢁ

録ʯ（hྖࣉࠃ城ࢁ行ࣉގࢀ 三ࣉގ文書 ）ɦにʮ土川名ా四ஈʯ、ʮ久զྖ ॾࢄ在ాࢦ出ாʯ

（h 久զՈ文書 ）ɦにʮ東土Տ分ʯとして30ච８町１270าのా地が記ࡌされている。これらのこ

とから、調査地周辺一ଳは中世にはਫҴ耕作地であり、ͦの土地利用の在り方を著しくม化させる

ことなくۙݱ代にࢸったのと͑ߟられる。

ݙ文ߟࢀ

 ʰ長岡京跡左京一条三坊े・े一町　発掘調査報告書 　ɦ株式会社文化財サービス　2018年

 ʮ長岡京跡左京ೋ条三・四坊・東土川遺跡ʯh 京都府遺跡調査報告書　第28 　ɦ財ஂ๏ਓ京都府埋ଂ文化財

 調査ڀݚηϯλー　2000年

ԟの調査（図̑）ط　２
　調査地周辺は長岡京左京域の北෦に૬するが、ͦのଞに東土川城跡、ܲף井遺跡、調査地が

。ଐする東土川遺跡の遺跡が分するؼ

　弥生時代の遺跡として東土川遺跡、ܲ 井遺跡がある。東土川遺跡においては、長岡京左京第434ף

川ύーܡߴ調査（13）、2018年に࣮施された左京ೋ条四坊一町・東土川遺跡の調査（22）、名ਆ࣍

ΩϯάΤリΞ建ઃにい࣮施された調査（23）、第304࣍調査（26）、第177࣍調査（27）、第267࣍

調査（30）、第314࣍調査（31）が࣮施されている。中で࠷େنな調査となった名ਆߴܡ川

ύーΩϯάΤリΞ建ઃにう調査では、1993年度から1997年度にかけて調査が࣮施され、弥生時

代中期の方ܗ周溝ุ群、ਫా遺構群なͲが検出され、石᭲石、石包ஸなͲの石器にՃ͑て木器
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図４　調査位置図２（1：80,000）
出典：山中章『長岡京研究序説』 塙書房 2001年
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がଟく出土している。また、第434࣍調査において弥生時代の方ܗ周溝ุが検出されている。

第165࣍調査（28）、第139࣍調査（29）はܲף井遺跡のൣғにҐஔするが、第139࣍調査におい

て弥生時代からݹ時代の࣪地状ଯ積およͼ溝が検出されている。東土川遺跡のൣғ֎ではあるが、

第604࣍調査（14）では弥生時代中期の方ܗ周溝ุが検出されている。

　長岡京期では、第286࣍調査（８）で一条େ路南北側溝・東四坊坊間東小路西側溝・東四坊େ路

西側溝・掘ཱப建物・ྻࡤ、第313࣍調査（̕）で掘ཱப建物・ྻࡤ・溝、第197࣍調査（11）で

掘ཱப建物・ྻࡤ・溝、第418࣍調査（17）で東三坊坊間東小路西側溝、第426࣍調査（19）で東

三坊坊間東小路東西側溝、第401࣍調査（20）で一条େ路北側溝、第528࣍調査（25）でೋ条条間

େ路側溝と溝・掘ཱப建物、第177࣍調査（27）で東三坊坊間東小路路面・側溝、第139࣍調
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査（29）でೋ条条間北小路路面・側溝・ೋ条条間େ路路面・側溝・掘ཱப建物・ྻࡤ、第267࣍

調査（30）で東三坊坊間東小路東西側溝・ೋ条条間南小路南北側溝・掘ཱப建物・ྻࡤ・井戸、

第 ߴ土坑が検出されている。名ਆ・ྻࡤ・調査（32）で一条େ路南側溝・溝・掘ཱப建物࣍401

ܡ川ύーΩϯάΤリΞ建ઃにう調査では、ೋ条三坊े三町およͼे四町域で小نな掘ཱ

ப建物が検出された。े四町域では東西中ԝに南北溝が検出されたことから、地が東西ೋ分

の一に分ׂされていたことがఆされる。また、ೋ条三坊ेޒ町域ではೋ条条間େ路に面した֎

ֲங地とが検出され、一町を༗するنの地が確認された。ೋ条四坊ೋ町域では掘ཱப建

物区ը溝が検出され、掘ཱபを࣋つࡤあるいはญによって南北ೋ分の一町ͣつに分ׂされてい

たことが໌した。ೋ条四坊三町域では地֎ֲங地、掘ཱப建物が検出され、ೋ条四坊

町域では西半ೋ分の一町が地として利用されていたことが確認された。ೋ条四坊七町域で

は掘ཱப建物にՃ͑、ਫ路として利用されたとࢥわれる溝、ͦの؛ޢ施ઃધணきのՄੑの

ある方ܗ土坑が検出されている。これら地の遺構にՃ͑、ೋ条条間େ路、ೋ条条間北小路、ೋ

条条間南小路、東三坊େ路、東四坊坊間西小路なͲにՃ͑、ೋ条条間େ路と東三坊େ路のަࠩ地

における側溝ഉਫ施ઃが検出されている。

ݙ文ߟࢀ

 ʮᶛ−7　長岡京左京一条四坊・ޒ町跡・東土川遺跡　/P.112ʯh 京都市遺跡ࢼ掘調査報告　平18年度ʱ

 京都市文化市民2007　ہ年

 ʰ長岡京跡左京ೋ条三・四坊・東土川遺跡ʱ京都府遺跡調査報告書　第28　財ஂ๏ਓ京都府埋ଂ文化財

 調査ڀݚηϯλー　2000年

 ʰ長岡京左京ೋ条四坊一町跡・東土川遺跡　埋ଂ文化財発掘調査報告書 　ɦࡍࠃ文化財株式会社　2018年

 ʰ長岡京跡左京一条三坊े・े一町　発掘調査報告書 　ɦ株式会社文化財サービス　2018年
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調査Ґஔ 調査
࣍ 調査๏ 調査Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

1 一条四坊ೋ町 -230 発掘
弥生時代の溝・落ࠐ、弥生時代〜ݹ時代の流路、
長岡京期〜平安時代の流路、時期ෆ໌の掘ཱப建
物を検出。

ʮ25 長岡京左京一条四坊ʯh 平
２年度 京都市埋ଂ文化財調
査֓ཁ 埋ɦ文1994　ݚ 年

2

一条四坊三・四・ޒ町、
一条三坊े三町、ೋ条
四坊一・ീ町、ೋ条三
坊े町、東土川遺跡

− ཱ会 弥生時代中〜後期の竪穴建物・ப穴・溝を検出。

ʮ７ 長岡京左京南一条四坊・
東土川遺跡ʯh 平２年度 京
都市埋ଂ文化財調査֓ཁ 埋ɦ
文1994　ݚ 年

3 一条四坊四町、
東土川遺跡 − 掘ࢼ 弥生時代後期の竪穴建物・溝・ப穴・ピットを検出。

ʮ7−7 長岡京左京一条四坊四・
町跡・東土川遺跡ޒ /P.112ʯ

ʰ京都市遺跡ࢼ掘調査報告
平 18 年度 文ɦ化市民ہ　
2007 年

4 一条四坊ޒ町 − ཱ会
弥生時代中期の土坑・ピット・࣪地状ଯ積、弥生
時代〜ݹ時代の遺物包含層、中世の遺物包含層
を検出。

ʮ１ 長岡京跡 	00/(259
ʯh 京
都市遺跡ཱ会調査֓報 平
13 年度 文ɦ化市民2002　ہ 年

5 一条四坊ޒ町、
東土川遺跡 − 掘ࢼ 弥生時代中〜後期の溝・ピット・࣪ 地状ଯ積を検出。

ʮ7 − 9 長岡京左京一条四坊
町跡・東土川遺跡ޒ /P.121ʯ

ʰ京都市遺跡ࢼ掘調査報告
平 24 年度 文ɦ化市民ہ　
2013 年

6 一条四坊七町 -600 発掘
弥生時代中期の方ܗ周溝ุ・ピット、長岡京期〜
平安時代の掘ཱப建物・土坑、中世の耕作溝・ピッ
トを検出。

ʰ長岡京左京一条四坊七町跡
600 発掘調査報告書࣍ 株ɦ式
会社地域文化財ڀݚ所　2018
年

7 一条四坊ेೋ町 -515 発掘 弥生時代期〜ݹ時代ॳ಄の流路、長岡京期の
遺物包含層を検出。

ʰ長岡京左京一条四坊ेೋ町
跡ʱ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所
発掘調査報告 2006 − 16　埋
文2006　ݚ 年

8 一条四坊ेೋ・े三町、
ೋ条四坊町 -286 発掘

ೄ文時代後期の土坑・ম土跡・ピット、弥生時代
時代の流路・溝・࣪地状ଯ積、長岡京期のݹ〜
一条େ路南北側溝・東四坊坊間東小路西側溝・東
四坊େ路西側溝・掘ཱப建物・ྻࡤ・土坑、中世
の耕作溝・ピット群を検出。

ʮ	1
 長岡京跡左京第 286・304・
313・317 ʯh࣍ 京都府遺跡調
査֓報 第 61  ΐɦ京都府埋
ଂ文化財調査ڀݚηϯλー　
1995 年

9 一条四坊े三・े四町 -313 発掘
ೄ文時代൩期〜ݹ時代後期の流路・土坑、長岡
京期の掘ཱப建物・ྻࡤ・溝、中〜ۙ世の耕作溝・
土坑を検出。

ʮ	1
 長岡京跡左京第 286・304・
313・317 ʯh࣍ 京都府遺跡調
査֓報 第 61  ΐɦ京都府埋
ଂ文化財調査ڀݚηϯλー　
1995 年

10 一条四坊े四町 -317 発掘 弥生時代の溝、ඈ鳥時代の流路、中世の土坑・耕
作溝を検出。

ʮ	1
 長岡京跡左京第 286・304・
313・317 ʯh࣍ 京都府遺跡調
査֓報 第 61  ΐɦ京都府埋
ଂ文化財調査ڀݚηϯλー　
1995 年

11 一条四坊े四町 -197 発掘 弥生時代の方ܗ周溝ุ、ݹ時代の溝、長岡京期
の掘ཱப建物・ࡤ ・ྻ溝、中〜ۙ世の耕作溝を検出。

ʮ第ᶘষ 長岡京左京南一条四
坊跡ʯh 長岡京跡・େ༅遺跡
発掘調査֓報 文ɦ化ہޫ؍　
1988 年

12 一条三坊े町 − 発掘 弥生時代から中世の流路、ۙ代の耕作溝を検出。

ʮ19 長岡京左京一条三坊・東
土川遺跡ʯh 平̑年度 京都
市埋ଂ文化財調査֓ཁ 埋ɦ文
1996　ݚ 年

13 一条三坊े町、
東土川遺跡 -434 発掘 弥生時代の方ܗ周溝ุ、長岡京期の集石遺構・流路、

ۙ世の耕作溝を検出。

ʮ13 長岡京左京一条三坊１ʯ
ʰ平 11 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2002　ݚ 年

14 一条三坊े一町 -604 発掘
弥生時代中期の方ܗ周溝ุ・土坑、鎌倉時代〜ࣨ
町時代の掘ཱப建物・ྻࡤ・ப穴・土坑、江戸時
代Ҏ߱の耕作溝・ピット・土坑を検出。

ʰ長岡京跡左京一条三坊े・
े一町発掘調査報告書 株ɦ式
会社文化財サービス　2018 年

15 一条三坊े一町 -418 発掘
弥生時代の土坑、ࣨ町時代から江戸時代ॳ期のப
穴・井戸・土坑・溝・Տ川、江戸時代後期のトΠ
Ϩ状遺構・溝・土坑・ப穴、ۙ代の・流路を検出。

ʮ17 長岡京左京一条三坊１ʯ
ʰ平 10 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2000　ݚ 年

16 一条三坊े一・े四町 -426 発掘

弥生時代の方ܗ周溝 ・ุப穴、平安時代後期のピッ
ト、ࣨ町時代લ半のピット、ࣨ町時代後半〜江戸
時代ॳ಄の井戸・土坑・溝・ピット群、江戸時代
中〜後期の井戸・土坑を検出。

ʮ14 長岡京左京一条三坊２ʯ
ʰ平 11 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2002　ݚ 年

表１　既往調査一覧表
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調査Ґஔ 調査
࣍ 調査๏ 調査Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

17 一条三坊े一・ेೋ町 -418 発掘

弥生時代の溝・落ࠐ、長岡京期の東三坊坊間東小
路西側溝・一条条間南小路を͙ܨ - 溝、平安時ࣈ
代のピット、ࣨ町時代〜江戸時代લ半の土坑・ピッ
ト・井戸・溝を検出。

ʮ18 長岡京左京一条三坊２ʯ
ʰ平 10 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2000　ݚ 年

18 一条三坊ेೋ町、
東土川城跡 -418 発掘

弥生時代の溝・落ࠐ、鎌倉時代後期〜ࣨ町時代લ
期の溝・ピット、ࣨ町時代後期〜江戸時代લ半の
ピット・井戸・溝を検出。

ʮ19 長岡京左京一条三坊３ʯ
ʰ平 10 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2000　ݚ 年

19 一条三坊ेೋ・े三町、
東土川城跡 -426 発掘

時代の土坑、長岡京期の東三坊坊間東小路東ݹ
西側溝、ઓࠃ期の溝・土坑・ப穴、ۙ世の溝・井
戸を検出。

ʮ15 長岡京左京一条三坊３ʯ
ʰ平 11 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2002　ݚ 年

20 一条三坊ेೋ・े三町、
東土川城跡 -401 発掘

弥生時代〜ݹ時代の土坑・ப穴、長岡京期の一
条େ路北側溝、平安時代の土坑・ப穴、中世の土坑・
ப穴・溝、江戸時代の溝・土坑を検出。

ʮ20 長岡京左京一条三坊４ʯ
ʰ平 10 年度 京都市埋ଂ文化
財調査֓ཁ 埋ɦ文2000　ݚ 年

21 一条三坊े三町、
東土川遺跡 − 掘ࢼ 弥生時代中期の土坑を検出。

ʮ7 − 6 長岡京左京一条三坊
े三町跡  東土川遺跡 /P.115
	19/(830
ʯh 京都市遺跡ࢼ
掘調査報告 ྩ２年度 文ɦ化
市民2021　ہ 年

22 ೋ条四坊一町、
東土川遺跡 − 発掘

弥生時代の流路、ݹ時代〜奈ྑ時代のப穴・流路、
長岡京期のபྻ・溝・土坑・溝状遺構、鎌倉時代
〜江戸時代の耕作溝・ப穴・土坑を検出。

ʰ長岡京左京ೋ条四坊一町跡・
東土川遺跡埋ଂ文化財発掘調
査報告書 ɦࡍࠃ文化財株式会
社　2018 年

23

ೋ条四坊ೋ・三・・
七町、ೋ条三坊े三・

े四・ेޒ町、
東土川遺跡

-333
334
336
337
361
〜

363
384
385
399

発掘

弥生時代の・溝・流路・方ܗ周溝 ・ุ土坑・落ࠐ・
ಓ状遺構・ਫాܣ൞、ݹ時代の溝・流路・土坑、
長岡京期のೋ条条間େ路にう路面・南北側溝・
路面土坑・埋ᙈ遺構、東三坊େ路にう路面・東
西側溝・路面土坑・地土坑、ೋ条条間北小路に
う路面・南北側溝・ྻࡤ・路面土坑、ೋ条条間
南小路にう路面・南北側溝東四坊坊間西小路の
路面・東西側溝、ೋ条三坊े三町にて掘ཱப建物、
ೋ条三坊े四町にて掘ཱப建物・ญ・井戸・
跡・小ܘ、ೋ条三坊ेޒ町にて掘ཱப建物・跡・
地溝・ங地地ڎ҉・ۀ・土坑、ೋ条四坊ೋ町
にて掘ཱப建物・ญ・ڮ跡・土坑・落ࠐ、ೋ条
四坊三町にて掘ཱப建物・ญ・跡・井戸・土坑・
溝、ೋ条四坊町にて掘ཱப建物・井戸・東西
ਫ路・ڮ跡、ೋ条四坊七町にて掘ཱப建物・ࡤ・
井戸・跡・؛ޢ施ઃ・ધண遺構 	 土坑 
、平安
時代の掘ཱப建物・井戸・土坑・条里遺構 	 溝・ܣ൞ 

を検出。

ʰ長岡京跡左京ೋ条三・四坊・
東土川遺跡ʱ京都府遺跡調査
報告書第 28 　 ΐ京都府埋
ଂ文化財調査ڀݚηϯλー　
2000 年

24 ೋ条四坊ޒ・ेೋ町 -572 発掘 、時代の流路・溝・土坑、長岡京期の溝・ப穴ݹ
平安時代〜中世の耕作溝を検出。

ʰ長岡京左京ೋ条四坊ޒ・ेೋ
町跡ʱ京都市埋ଂ文化財ڀݚ
所発掘調査報告 2014 − 5　埋
文2014　ݚ 年

25 ೋ条四坊・七町 -528 発掘
ೄ文時代後期〜弥生時代のম土跡・土坑・流路、
長岡京期のೋ条条間େ路にう南北側溝・溝、
掘ཱப建物、中〜ۙ世の耕作溝を検出。

ʰ長岡京左京ೋ条四坊・七町
跡ʱ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所
発掘調査報告 2008 − 13 埋文
2009　ݚ 年

26 ೋ条四坊七・ീ・町、
東土川遺跡 -304 発掘 弥生時代〜鎌倉時代の流路、ࣨ町時代の溝・土坑

を検出。流路より長岡京期のࡇ遺物がଟ出土。

ʮ	1
 長岡京跡左京第 286・304・
313・317 ʯh࣍ 京都府遺跡調
査֓報 第 61  ΐɦ京都府埋
ଂ文化財調査ڀݚηϯλー　
1995 年

27 ೋ条三坊े一・े四町、
東土川遺跡 -177 発掘

ೄ文時代൩期の遺物包含層、弥生時代中期の方ܗ
周溝ุ、弥生時代〜ݹ時代の࣪地状ଯ積、長岡
京期の東三坊坊間東小路にう路面・側溝、土坑、
中世の耕作溝、中〜ۙ世の用ਫ路を検出。

ʮ39 長岡京左京ೋ条三坊ʯh ত
 62 年度 京都市埋ଂ文化財
調査֓ཁ 埋ɦ文1991　ݚ 年

28 ೋ条三坊े一町、東土
川遺跡、ܲף井遺跡 -165 発掘 長岡京期の溝、鎌倉時代の耕作溝を検出。

ʮ23 長岡京左京南一条三坊・
ೋ条三坊ʯh ত 61 年度 京都
市埋ଂ文化財調査֓ཁ 埋ɦ文
1989　ݚ 年

29
ೋ条三坊ेೋ・े四・
、町、東土川遺跡ޒे

井遺跡ףܲ
-139 発掘

弥生時代からݹ時代の࣪地状ଯ積・溝、長岡京
期のೋ条条間北小路にう路面・南北側溝、ೋ条
条間େ路にう路面・南北側溝、掘ཱப建物・ࡤ、
中世の耕作溝を検出。

ʮ33 長岡京左京一条三坊・ೋ
条三坊ʯh ত 60 年度 京都市
埋ଂ文化財調査֓ཁʱ埋文ݚ
1988 年
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調査Ґஔ 調査
࣍ 調査๏ 調査Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

30 ೋ条三坊ेೋ・े四町、
東土川遺跡 -267 発掘

長岡京期の東三坊坊間東小路東西側溝・ೋ条条間
南小路南北側溝・掘ཱப建物・ࡤ・溝・井戸、中
世の耕作溝を検出。

ʮ	1
 長岡京跡左京第 241・267・
268 ʯh࣍ 京都府遺跡調査֓報
第 51  ΐɦ京都府埋ଂ文化財
調査ڀݚηϯλー　1992 年

31 ೋ条三坊े三・े四町、
東土川遺跡 -314 発掘 平安時代の掘ཱப建物・土坑・流路、中世の耕作

溝を検出。

ʮ	2
 長岡京跡左京第 303・314・
315 ʯh࣍ 京都府遺跡調査֓報
第 61  ΐɦ京都府埋ଂ文化財
調査ڀݚηϯλー　1995 年

32 ೋ条三坊े町 -401 発掘
ೄ文時代൩期の流路、奈ྑ時代〜長岡京期の溝、
長岡京期の一条େ路南側溝・地溝・掘ཱப建物・
。土坑、中〜ۙ世の耕作溝を検出・ྻࡤ

ʮ21 長岡京左京ೋ条三坊ʯh 平
̕年度 京都市埋ଂ文化財調
査֓ཁ 埋ɦ文1999　ݚ 年

埋文ݚˠެӹ財ஂ๏ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　文化ہޫ؍ˠ京都市文化ہޫ؍　文化市民ہˠ京都市文化市民ہ
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第ᶙষ　調査Ռ

本層ং（図版１〜３）ج　１
（１）東区

は東区の北東෦で13.5̼、南東෦で13.7̼、北西෦で13.6̼、南西෦で13.7̼ߴ地ද面のඪݱ　

をଌる。ݱ地ද面から࠷小で0.48̼、࠷େで1.72̼はۙݱ代土層で、ͦの下にۙݱ代耕作土が

ଯ積する。֘層はೋ層にࡉ分することができ、上層が5#(4�1҉੨灰৭をఄするཻࡉ （࠭第１層）、

下層が5:6�2灰Φリーϒ৭をఄするཻ࠭ࡉ（第２層）からなる。第１層の層ްは࠷小0.08̼、࠷େ

0.26̼、第２層の層ްは࠷小0.08̼、࠷େ0.17̼をଌる。これらのଯ積土をআڈした時で10:36�6

໌ԫ৭をఄするཻ࠭ࡉۃにୡする。このଯ積土はແ遺物層で、調査地におけるج൫層をなす。

ୠし、調査区東端から西15.0̼のൣғにおいては、このج൫層上に層ް0.1〜0.2̼をଌる

10:34�3にͿいԫ৭をఄするཻ࠭ࡉۃ（第３層）がଯ積しており、ͦの上面で長岡京期Ҏ߱の耕

作溝とみられる素掘り溝を確認した。このたΊ、第３層が分するൣғについてはͦの上面、分

しないൣғについてはج൫層上面を第１面として遺構面ਫ਼査およͼ遺構検出、掘、記録を行った。

第１面では上ड़の通り長岡京期Ҏ߱の素掘り溝群にՃ͑、長岡京東四坊坊間西小路西側溝とみられ

る南北方向の溝を検出した。このたΊ、֤時期ຖに第１−１面、第１−２面として遺構掘およͼ

記録作ۀを࣮施した。ͦの後、第３層をআڈして第２面として࠶度、遺構面ਫ਼査およͼ遺構検出、

掘、記録を行った。第２面においては、埋土中に弥生時代の遺物を包含する竪穴建物、土坑、ピッ

トを検出した。したがって、第３層が分するൣғについては２面調査、分しないൣғについ

ては１面調査となった。

（２）西区

は西区の北東෦で13.6̼、南東෦で13.7̼、北西෦で13.6̼、南西෦で13.7̼をߴ地ද面のඪݱ　

ଌる。ݱ地ද面から࠷小で0.46̼、࠷େで1.36̼はۙݱ代土層で、ͦ の下にۙݱ代耕作土層（第

１層、第２層）がଯ積する。第１層の層ްは0.05〜0.22̼、第２層の層ްは0.02〜0.1̼をଌる。こ

れらをআڈした時で調査地におけるج൫層である10:36�6໌ԫ৭をఄするཻ࠭ࡉۃが࿐出

し、東区東෦に分していた10:34�3にͿいԫ৭ཻ࠭ࡉۃのଯ積（第３層）は確認できなかった。

また、遺構はج൫層上面で検出された。このたΊ、調査区は東区西෦とಉじく１面調査となっ

たが、東区の一෦が２面調査となったことと、長岡京期Ҏ߱の遺構と弥生時代の遺構が検出された

ことから、ศٓతに第１面（東区の第１−１面に૬）、第２面の２遺構面に分けて記ड़する。ま

た、西区南西֯෦において、ද土掘時に遺構面ϕース層をすج൫層がෆ໌ྎであったたΊ、遺

構検出面Ҏ下まで掘してしまったたΊに、一෦の遺構についてน面での確認にཹまることになっ

てしまった。
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２　検出遺構

（１）東区第１−１面（図版４、図版29−１）

ʤ素掘り溝群ʥ

　東区の第１面では、東西方向およͼ南北方向の素掘り溝をଟ検出した。東西方向の溝群は西で

北に1.0˃લ後ৼるが、南北方向ののはほぼਖ਼方Ґにるのと北で東に8.0˃ৼるのが検出

された。り߹い関では東西方向ののが࠷ઌ行し、南北方向の溝はਖ਼方Ґにるのがよ

り৽しいと͑ߟられる。東西溝は෯0.36〜0.5̼、ਂさ0.12〜0.15̼、南北溝はਖ਼方Ґののが

෯0.22〜0.48̼、ਂさ0.1〜0.15̼、ͦのଞは෯0.23〜0.47̼、ਂさ0.1〜0.13̼をଌる。遺構埋土

には中世にଐすると͑ߟられる土師器ย、瓦器ยが主に包含されていた。

（２）東区第１−２面（図版̒）

ʤ溝ʥ

溝0100（図版７、図版29－２）

　調査区東端෦から西4.7̼の地で෯0.84̼をଌる南北方向の溝を検出した。検出したେ෦分

で上記の長岡京期Ҏ߱の素掘り溝に東ݞ෦をられているが、調査区を南北にॎ断するように16.4̼

にわたって検出された。検出面から遺構ఈ෦までのਂさは0.05〜0.12̼とඇৗにઙい。遺構が掘

りࠐまれた第３層の上面が平されたことによって、遺構のଘਂ度がઙくなったのと͑ߟられ

る。調査地から300̼南にҐஔする名ਆߴܡ川ύーΩϯάΤリΞ建ઃにう発掘調査におい

て検出された長岡京東四坊坊間西小路西側溝の溝৺を北にԆ長した߹、遺構の࣠ઢから東に

0.4̼にҐஔする。このことから、遺構は長岡京東四坊坊間西小路西側溝と၏すことがՄとߟ

͑られる。また、遺構埋土中からは、長岡京期にଐすると͑ߟられる須恵器ยが出土している。

（３）東区第２面（図版８、図版30−１）

　東区の第２面では、竪穴建物４౩にՃ͑、土坑、溝状遺構、ଟのピットが検出された。また、

調査区南東֯෦で流路状遺構が検出された。竪穴建物は、調査区東端෦に集中しており、ピットは

主に調査区中ԝ෦Ҏ西に分する。これらの遺構埋土には弥生時代の所࢈と͑ߟられる遺物が包

含されていた。

表２　遺構概要表

時代 遺構 උߟ

鎌倉時代 素掘り溝群、井戸 0883、土坑 1180

長岡京期 溝 0100

弥生時代中期

竪穴建物 0250・0251・0252・0253、土坑 0258・0277・0284・0293・

0298・0688・0776・0782・0790・0800・0918・0960・1069・1223、

ピット 0189・0285・0294・0297・0582・0772・0932・0991・1039・

1143・1197、溝状遺構 0269・0279、流路状遺構 0648
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ʤ竪穴建物ʥ

竪穴建物0250（図版９、図版30－２）

　調査区北東෦で検出された。平面ܗはほぼԁܗで、نは4.0̼ܘをଌるが、南西෦およͼ南東

෦がطଘ建物のૅجղମ時に֧ཚをडけている。検出面からচ面までのਂさは0.1〜0.14̼をଌる。

షচは෦分తにଘしており、層ްは0.04〜0.06̼である。นࡍにน溝が८り、ͦの෯は0.22̼、

検出面からのਂさは0.2̼である。中ԝ෦で土坑0667、0669を検出したが、土坑0669は竪穴建物の

埋土を上層からっている。また、土坑0667の北端෦をるピット1398竪穴建物埋土を上層か

らっており、建物埋後にりࠐまれた遺構と͑ߟられる。一方で土坑0667は竪穴建物埋土を

っていないことにՃ͑、竪穴建物の埋土がۙࣅすることから、ಉ時期に埋したՄੑが͑ߟら

れる。主ப穴は検出されなかった。弥生時代中期中葉から後葉の遺物が出土している。

竪穴建物0251（図版10、図版31－１）

　調査区東෦、竪穴建物0250の南西෦で検出された。平面ܗは東西4.5̼、南北3.8̼をଌるԣ長方

をఄし、長࣠の方Ґは北で西27˃ৼる。検出面からচ面までのਂさは0.15〜0.18̼をଌる。෦ܗ

分తにషচのࠟ跡が認Ίられ、ͦ のްさは0.08Nである。นࡍにน溝が८り、ͦ の෯は0.25〜0.33̼、

ਂさは検出面から0.22̼である。埋土をআڈしたとこΖ、遺構のほぼ中ԝ෦で土坑0671を検出し

た。ͦの埋土は、ج൫層に༝དྷすると͑ߟられる10:36�6໌ԫ৭ϒϩッΫのࠞೖྔがଟくなる

のの、竪穴建物0251の埋土とほぼಉじである。また、土坑0671の東側で検出した土坑0672は竪

穴建物0251のน溝をっており、埋土は土坑0671とಉ༷に竪穴建物0251ののとほぼಉ一であ

る。土坑0671の南で検出した土坑0647について、竪穴建物0251のน溝をっているが、埋土は

0671、0672とಉ༷である。土坑0647の北東にҐஔする土坑0673について埋土は上記の３遺構と

ಉ༷であった。これらのことから、土坑0671、0672、0673、0647は遺構構ங時あるいは構ங後に

掘りࠐまれ、ಉ時期に埋したことが͑ߟられる。主ப穴は検出されなかった。弥生時代中期中葉

から後葉の遺物が出土している。

竪穴建物0252（図版11、図版31－２）

　調査区東นࡍ、竪穴建物0250の南東で検出された。東半が調査区֎になるたΊ、全ମの平面ܗ

およͼنはෆ໌であるが、7.8̼ܘҎ上のԁܗϓϥϯを࠾るとఆされる。検出面からচ面ま

でのਂさは0.05〜0.09Nをଌる。෦分తにషচのࠟ跡が認Ίられ、ͦのްさは0.08〜0.09Nである。

นࡍにน溝が८り、ͦの෯は0.28〜0.38̼、ਂさは検出面から0.22〜0.32̼である。主ப穴は検出

されなかった。弥生時代中期後葉の遺物が出土している。

竪穴建物0253（図版12、図版32－１）

　調査区南東֯で検出された。平面ܗは方ܗと͑ߟられるが、南辺の東半、南東֯෦、北東֯෦お

よͼ東辺が調査区֎に出る。ͦのたΊ、全ମنはෆ໌であるが、南北5.7̼をଌり、東西4.4̼Ҏ
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上と͑ߟられる。また、方Ґは北で東32˃ৼる。検出面からচ面までのਂさは0.06〜0.34̼をଌ

る。෦分తにషচのࠟ跡が認Ίられ、ͦのްさは0.06〜0.14̼である。นࡍにน溝が८り、ͦの෯

は0.3〜0.4̼、ਂさは0.2〜0.3̼である。また、埋土をআڈしたとこΖで土坑0649、0658を検出し

た。これらの遺構は中ԝ෦が0.5̼〜0.4ܘ、ਂさ0.4〜0.5̼のピット状にਂくなってப穴状をఄ

し、竪穴建物0253埋土とۙࣅしたଯ積土によって埋している。このことから、土坑0649、0658

は竪穴建物とಉ時期に埋したՄੑが͑ߟられる。竪穴建物の北西֯෦、南西֯෦にҐஔするこ

とと、ப穴状の遺構であることから、主ப穴のՄੑが͑ߟられる。弥生時代中期後葉の遺物が出

土している。

ʤ土坑ʥ

土坑0258（図版13）

　調査区北東෦で検出した。全長2.3̼、෯0.5̼をଌる南北に長い平面ܗをఄし、検出面から遺構

ఈ෦までのਂさは0.18̼である。弥生時代中期の遺物が出土している。

土坑0277（図版13、図版32－２）

　竪穴建物0251の西で検出した。東半が竪穴建物0251にられる。辺1.3̼、長辺1.9̼をଌる

ॎ長方ܗにۙい平面ܗをఄし、検出面からఈ෦までのਂさは0.3̼をଌる。東半については竪穴建物

0251の埋土をআڈしたஈ֊でྠֲを確認した。また、遺構の埋土上で竪穴建物0251のน溝を検

出したことから、遺構は竪穴建物0251にઌ行し、建物構ங時に埋したのと͑ߟられる。し

かし、遺構埋土中には竪穴建物0251埋土中から出土している遺物とಉ時期ののが包含されてお

り、྆遺構の時期ࠩはେきなのではないことが͑ߟられる。

土坑0284（図版13、図版33－１）

　調査区東西中ԝ෦の南นۙくで検出した。東෦の一෦を溝状遺構0279にられる。東西1.2̼Ҏ

上、南北1.9̼のෆఆܗな平面ܗをఄし、検出面からఈ෦までのਂさは0.42̼をଌる。弥生時代中

期の遺物が出土している。

土坑0293（図版13）

　調査区中ԝ෦から北西のҐஔで検出した。東西0.6̼、南北0.5̼の方ܗにۙい平面ܗをఄ

し、検出面からఈ෦までのਂさは0.3̼である。弥生時代中期の遺物が出土している。

土坑0298（図版14）

　ピット0297の南1.4̼のҐஔで検出した。平面ܗは0.6̼ܘ、長0.76̼ܘのପԁܗをఄし、検出

面からఈ෦までのਂさは0.32̼である。
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土坑0688（図版14）

　調査区南東෦で検出した。平面ܗはॎ長方ܗで、東西2.2̼、南北1.2̼をଌり、検出面からఈ෦

までのਂさは0.26̼をଌる。弥生時代中期の遺物が出土している。

ʤピットʥ

　主に調査区西半でଟのピットを検出した。これらの遺構埋土中からはۃ小ยが主ମではあるが、

弥生土器が出土している。ଟくが0.3̼〜0.2ܘલ後のԁܗ平面を࣋つのであるが、ͦれらより

نがେきいの検出されている。中で、とりわけେܕの遺構がピット0189、0285、0294、

0297である。これらの遺構は平面、検出面から遺構ఈ෦までのਂさڞに掘ཱப建物のப穴であるՄ

ੑが͑ߟられる。これらのうちピット0189、0285、0297を一వまりと၏すことはෆՄでは

ないが、ͦ の߹、ピット0189と0297間のப間が6.8̼、ピット0189と0285間のப間が6.7̼をଌ

る。ピット0297の南にҐஔする土坑0298をピットと၏してՃ͑たとして、ピット0298と0297

間のப間は1.3̼であるが、ピット0189と0298間のப間が5.5̼をଌる。これらのப間間ڑはப

間一間分としてはす͗ると͑ߟられ、また、これらを掘ཱப建物として෮ݩしようとした߹、

北東֯のப穴にたる遺構としてピット0294あるいは土坑0293をఆすることになるが、ピッ

ト0298と0189間、ピット0189と0285間、ピット0285とピット0294あるいは土坑0293間にಉن

のப穴遺構をݟ出しい。Ճ͑て、ピット0294あるいは土坑0293とピット0285間の࣠ઢはピッ

ト0189と0297間の࣠ઢにରして北で西にେきくৼれる。これらのことから、上記の遺構群を掘ཱ

ப建物として෮ݩしいとࢥわれる。一方で、େ半をΊる小نなピット群については、平地式

建物にう遺構であるՄੑଘする。また、遺構埋土中には弥生時代Ҏ߱の所࢈とみられる遺

物は包含されていなかった。

ピット0189（図版14）

　調査区南西෦で検出した。平面ܗは一辺0.6̼の方ܗで、検出面からఈ෦までのਂさは0.55̼である。

ピット0285（図版14）

　調査区東西中ԝ෦の南นۙくで検出した。平面ܗは東西0.5〜0.6̼、長0.6̼ܘのෆఆܗで、検

出面からఈ෦までのਂさは0.52̼である。

ピット0294（図版15）

　ピット0293の北西0.8̼で検出した。0.6̼ܘ、長0.8̼ܘのପԁܗ平面をఄし、検出面からఈ

෦までのਂさは0.25̼である。

ピット0297（図版15）

　調査区北西෦で検出した。平面ܗは東西0.8̼、南北0.9̼の方ܗで、検出面からఈ෦までのਂさ
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は0.73̼である。

ピット0582（図版15、図版33－２）

　調査区南西෦で検出した。0.25̼ܘ、長0.45̼ܘのପԁܗ平面をఄし、検出面からఈ෦までの

ਂさは0.67̼である。ᆵのᰍ෦が出土している。

ʤ溝状遺構ʥ

溝状遺構0269（図版15）

　調査区南北中ԝ෦東端෦、竪穴建物0251の南東֯෦から竪穴建物0253の北西֯෦の間で検出し

た。北西から南東に向かって৳ͼる溝状遺構で、北で西31˃ৼれる。検出長4.9̼、෯0.58̼、検

出面から遺構ఈ෦までのਂさ0.25̼である。南端෦は竪穴建物0253にられており、遺構がઌ

行すると͑ߟられる。弥生時代中期の遺物が出土しており、竪穴建物0253ののとほぼಉ時期の所

。られる͑ߟとみられる。このことから、྆者の時期ࠩはൺֱత小さいのと࢈

溝状遺構0279（図版16）

　調査区東西中ԝ南นۙくで検出した、北西から南東に向かって৳ͼる溝状遺構で、北で西28˃

ৼれる。検出長1.9̼、෯0.6̼、検出面から遺構ఈ෦までのਂさ0.32̼である。弥生時代中期の遺

物が出土している。

ʤ流路状遺構ʥ

流路状遺構0648（図版16）

　調査区南東۱෦で検出した。竪穴建物0253をる。検出したݞ෦から東向かってٸफ़にਂく

落ちࠐΉことから、流路状遺構の西ݞを検出したのと͑ߟられる。検出長3.1̼、検出෯1.5̼、

検出面からఈ෦までのਂさは0.75̼をଌる。東ݞは調査区֎になるたΊ、全෯はෆ໌である。竪穴

建物0253の埋土およͼচ面をっていることにՃ͑、遺構埋土中に弥生時代後期の遺物を包含し

ていたことから、竪穴建物0253埋後にཱしたのと͑ߟられる。

（４）西区第１面（図版４）

　西区第１面では、東区とಉ༷の素掘り溝にՃ͑、井戸およͼ土坑が検出された。

ʤ素掘り溝ʥ

　東区とಉじく、東西方向およͼ南北方向にる素掘り溝がଟ検出された。東西溝は西で北に

1.0˃લ後ৼり、南北溝がਖ਼方Ґにるのと北で東に8.0˃ৼるのに分ྨされる東区とಉ

༷である。東西溝の෯は0.37〜0.6̼、ਂさ0.1̼લ後、ほぼਖ਼方Ґの南北溝は෯0.22〜0.46̼、ਂ

さ0.1〜0.13̼、֯度がৼれる南北溝は෯0.36〜0.57̼、ਂさ0.1̼લ後をଌる。これらの遺構埋土

中には中世の所࢈と͑ߟられる土師器ย、瓦器ย、瓦質土器ยを主とした遺物が包含されていた。
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ʤ井戸ʥ

井戸0883（図版５、図版34－２）

　調査区中ԝ෦で検出された。掘方の平面ܗは東西1.3̼、南北1.45̼の方ܗで、検出面からఈ෦

までのਂさは1.7̼をଌる。遺構の平面ܗ状ਂさから井戸のՄੑが͑ߟられるが、井戸は

ଘしていなかった。また、ཪࠐ土なͲの、井戸が構ஙされたࠟ跡認Ίられなかった。これらの

ことから、遺構は素掘りの井戸であったՄੑがߴい。遺構埋土から土師器ย、須恵器ย、瓦器

ย、瓦質土器ยを主とした中世の所࢈と͑ߟられる遺物が出土した。

ʤ土坑ʥ

土坑1180（図版５）

　井戸0883の北3.0̼で検出された。東෦およͼ西෦を南北方向の素掘り溝にられているた

Ί、全ମの平面ܗ状とنはෆ໌である。東西0.8̼Ҏ上、南北0.76̼の平面方ܗをఄする土坑で、

検出面から遺構ఈ෦までのਂさは0.1̼である。遺構埋土から土師器ย、瓦質土器ยを主とした中

世の所࢈と͑ߟられる遺物が出土した。

（̑）西区第２面（図版８、図版34−１）

ʤ土坑ʥ

土坑0782（図版17）

　調査区南東෦で検出した。平面ܗは長辺1.9̼、辺0.8̼をଌるॎ長方ܗで、検出面から遺構ఈ

෦までのਂさは0.5̼である。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑0790（図版17）

　調査区北東෦で検出した。南西端෦を土坑0791にられる。平面ܗは長辺2.2̼、辺0.9̼をଌ

るॎ長方ܗで、検出面から遺構ఈ෦までのਂさは0.28̼である。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑0800（図版17）

　調査区南東෦で検出した。長࣠1.08̼、࣠0.7̼のପԁܗ平面を༗する土坑で、検出面から遺

構ఈ෦までのਂさは0.2̼をଌる。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑0918（図版17）

　調査区中ԝ෦の南นࡍで検出した。全長3.56̼、෯0.62̼をଌる溝状の土坑で、検出面から遺構

ఈ෦までのਂさは0.44̼である。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑0960（図版17）

　調査区中ԝ෦より西دりで検出した。東西1.24̼、南北1.72̼のෆఆܗな平面ܗをఄし、検出面
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から遺構ఈ෦までのਂさは0.6̼である。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑1069（図版18）

　調査区西นࡍ北෦で検出した。遺構の西෦が調査区֎に出るたΊ、全ମの平面ܗおよͼنはෆ

໌であるが、東西1.5̼Ҏ上、南北1.0̼をଌるෆఆܗな平面ܗをఄし、検出面から遺構ఈ෦までの

ਂさは0.5̼である。弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑1076（図版18）

　調査区西นࡍ中ԝ෦で検出した。遺構の西෦が調査区֎に出るたΊ、全ମの平面ܗおよͼنは

ෆ໌であるが、東西2.0̼Ҏ上、南北2.1̼をଌり、検出面から遺構ఈ෦までのਂさは0.55̼である。

弥生時代中期の遺物が出土した。

土坑1223（図版18）

　調査区北東で検出した。長࣠1.07̼、࣠0.74̼のପԁܗ平面をఄし、検出面から遺構ఈ෦まで

のਂさは0.35̼をଌる。弥生時代中期の遺物が出土した。

ʤピットʥ

　西区において東区西෦とಉ༷に、ଟのピットを検出した。これらのピットは調査区全域で検

出されたが、東半にൺして西半の方にଟく分する。ଟくは0.3̼〜0.2ܘલ後の平面نを

༗し、東区で検出されたピット0189、0285、0294、0297、土坑0293、0298とಉنҎ上の遺構は

なピット群については、東区とಉ༷、平地式建物にう遺構ن出しい。一方で、これらの小ݟ

であるՄੑଘする。これらの遺構は埋土中に弥生時代の所࢈とみられる遺物を包含していた

が、ࡉۃยがଟく࣮ଌできたのはଟくない。Ҏ下、࣮ଌすることができた遺物が出土した遺構に

ついて記ड़する。

ピット0772（図版19）

　調査区西端の南北中ԝ෦で検出した。平面ܗは長࣠0.22̼、࣠0.18̼のପԁܗをఄし、検出面

から遺構ఈ෦までのਂさは0.25̼をଌる。弥生時代中期の所࢈と͑ߟられる遺物が出土している。

ピット0932（図版19）

　調査区北西෦で検出した。平面ܗは長࣠0.3̼、࣠0.25̼のପԁܗをఄし、検出面から遺構ఈ

෦までのਂさは0.3̼をଌる。೪൘ؠ製の石製品と͑ߟられる遺物が出土している。

ピット0991（図版19）

　調査区北西෦で検出した。長࣠0.33̼、࣠0.3̼をଌるෆఆܗな平面ܗをఄし、検出面から遺
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構ఈ෦までのਂさは0.2̼である。弥生土器ᆵのఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。

ピット1039（図版19）

　調査区南西෦で検出した。平面ܗは長࣠0.26̼、࣠0.23̼のପԁܗをఄし、検出面から遺構ఈ

෦までのਂさは0.32̼をଌる。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。

ピット1143（図版19）

　調査区北෦の中ԝ東دりで検出した。平面ܗは長࣠0.2̼、࣠0.16̼のପԁܗをఄし、検出面

から遺構ఈ෦までのਂさは0.1̼をଌる。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる遺物が出土し

ている。

ピット1197（図版19）

　調査区南東෦で検出した。平面ܗは長࣠0.35̼、࣠0.27̼のପԁܗをఄし、検出面から遺構ఈ

෦までのਂさは0.53̼をଌる。弥生時代中期の所࢈と͑ߟられるᙈが出土している。

３　出土遺物

（１）東区第１−１面遺構出土遺物

　東区第１面で検出した素掘り溝群から、瓦器を主ମとして長岡京期Ҏ߱の遺物がগྔながら出土

している。また、溝0100からはۃগྔながら須恵器ยが出土している。

ʤ素掘り溝群ʥ（図版20−１〜８、図版35−１）

　素掘り溝群からは12世ل後半から13世لの所࢈と͑ߟられる土師器ยおよͼ瓦器ยが主に出土

している。これらにՃ͑て灰釉陶器緑釉陶器の小ย、石器があるが、これらは上記の土器ྨとڞ

していることから、ࠞೖ品と͑ߟられる。

表３　遺物概要表

時代 ༰ コϯςφ " ϥϯΫ
# ϥϯΫ


$ ϥϯΫ

ശ

鎌倉時代
土師器、須恵器、瓦器、
瓦質土器、木製品

土師器 10 、須恵器１、
瓦器 13 、瓦質土器８、
木製品１

平安時代
須恵器、緑釉陶器、灰釉
陶器

須恵器１、緑釉陶器１、
灰釉陶器２

長岡京期 須恵器 須恵器̒

弥生時代 弥生土器、石器、石製品
弥生土器 131 、石器 10 、
石製品̑

ܭ߹ 36 ശ 189 （７ശ） 0  29 ശ

ˎコϯςφശは、ཧஈ֊で７ശ૿Ճした。
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　１は溝0066から出土した土師器ࡼで、෮8.0ܘޱݩᶲ、器1.5ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ

෦は平ୱで、ମ෦がしながら֎方ཱち上がり、ޱԑ端෦はؙみをଳͼる。ఈ෦֎面からମ෦

֎面にΦサΤ、ޱԑ෦֎面からఈ෦面にԣ方向のφσが施される。̒ "ஈ֊にଐすると͑ߟられる。

　２〜４は瓦器である。２は溝0092から出土した。෮13.2ܘޱݩᶲ、ଘ器4.2ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ମ෦はしながら֎方ཱち上がり、ޱԑ෦はཱؾຯで、ޱԑ端෦にઢが

施される。ମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がݟられ、ޱԑ෦およͼޱԑ端෦にԣφσ、面にϔϥϛΨΩ

が施される。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐすると͑ߟられる。３は溝0085から出土した。෮13.2ܘޱݩᶲ、

ଘ器3.9ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦はしながら֎方ཱち上がり、ޱԑ端෦にઢ

が施される。ମ෦֎面下半にΦサΤのࠟ跡がݟられ、上半にϔϥϛΨΩ、ޱԑ෦にԣφσ、面に

はϔϥϛΨΩが施される。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐすると͑ߟられる。４は溝0085から出土した。ఈ෦

のみଘしている。ఈ4.6ܘᶲ、ଘ器1.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦֎面は平ୱで、三

り、面にϔがషりけられる。ମ෦֎面にはΦサΤのࠟ跡がߴいۃをఄするܗの断面ܗ֯

ϥϛΨΩ、１条の҉文が施される。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐすると͑ߟられる。

　̑〜８はࠞೖ品と͑ߟられる。̑は溝0084から出土した灰釉陶器で、ఈ෦のみଘしている。

෮ݩఈ6.6ܘᶲ、ଘ器1.2ߴᶲをଌり、মはྑである。షけߴの端面は平ୱで、ܗの断

面ܗをఄする。ఈ෦֎面にճసέズリ、面にϩΫϩφσが施される。10世لから11世لॳ಄

の所࢈と͑ߟられる。̒は溝0131から出土した灰釉陶器のఈ෦で、෮ݩఈ9.6ܘᶲ、ଘ器ߴ

2.0ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、షけߴはൺֱతߴく、端面はؙみをଳͼる。

ఈ෦֎面にճసέズリ、ମ෦֎面にϩΫϩφσが施される。11世لॳ಄の所࢈と͑ߟられる。７

は溝0083から出土した緑釉陶器のఈ෦で、෮ݩఈ7.0ܘᶲ、ଘ器1.5ߴᶲをଌり、মはྑで

ある。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にճసέズリのࠟ跡が

石᭲ܪ製のຏ製༗ؠはషけである。面にはϩΫϩφσの後に施釉される。８は೪൘ߴ、り

で、ଘ長4.3ᶲ、ଘ෯2.1ᶲ、ްさ0.3ᶲをଌる。

（２）東区第１−２面遺構出土遺物

ʤ溝ʥ

溝0100（図版20－９・10、図版35－２）

　溝0100からは、ۇগではあるが須恵器小ยが出土している。

　̕は֖のつまみ෦分と͑ߟられる。つまみ෦の࠷େ3.4ܘᶲ、ଘ器1.6ߴᶲをଌる。10はഋ"と

である。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が2.3ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、9.8ᶲܘఈݩられる。෮͑ߟ

ؾຯに֎方向かってཱち上がる。ମ෦֎面およͼ面にϩΫϩφσが施される。

（３）東区第３層出土遺物（図版20−11〜18、図版36−１）

　東区第１層からは、須恵器ยにՃ͑、下層からのࠞೖ品と͑ߟられる石製品が出土している。

　11〜14は須恵器である。11はഋ֖のޱԑ෦で、෮14.8ܘޱݩᶲ、ଘ器1.3ߴᶲをଌり、ম
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はྑである。12はഋ֖のޱԑ෦であるが、小ยのたΊ、ܘޱ෮ݩはできなかった。ଘ器ߴは

1.5ᶲをଌり、মはྑである。13はഋ#で、෮ݩఈ9.8ܘᶲ、ଘ器1.8ߴᶲをଌり、মはྑ

がషりけられる。ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上ߴである。ఈ෦は平ୱで、֎周෦に

がる。ମ෦֎面にϩΫϩφσが施される。14はᙈのޱԑ෦で、෮17.8ܘޱݩᶲ、ଘ器1.8ߴᶲ

をଌり、মはྑである。

　15〜18は石製品で、下層である第２面からのࠞೖ品と͑ߟられる。15は೪൘ؠ製の石包ஸとߟ

͑られる。全長3.7ᶲ、ଘ෯6.6ᶲ、ްさ0.4ᶲをଌり、എ側ۙくの２Օ所にઠが施される。16〜

18はサψΧΠト製のଧ製石᭲である。16はଘ長3.5ᶲ、ଘ෯2.5ᶲ、ްさ0.6ᶲをଌる。17は全

長3.0ᶲ、全෯2.4ᶲ、ްさ0.8ᶲをଌる。18は全長3.5ᶲ、全෯2.0ᶲ、ްさ0.5ᶲをଌる。

（４）東区第２面遺構出土遺物

　第２面では、竪穴建物土坑、溝状遺構、ピット群から弥生土器にՃ͑গྔの石器が出土して

いる。

ʤ竪穴建物ʥ

竪穴建物0250（図版20－19～26、図版36－2）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ു、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期中葉

から後葉の所࢈と͑ߟられる。

　19、20はᆵと͑ߟられる。19はޱᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかっ

た。ଘ器3.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端෦は平ୱ面をܗし、下端を֦ுする。

֎面にφσが施され、端面下端にࠁみが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。20はޱԑ෦

と͑ߟられる。෮23.6ܘޱݩᶲ、ଘ器6.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦はᰍ෦から֎

して開き、ߋに۶ۂしてほぼཱする。ޱԑ端෦は平ୱ面をし、֎方にංްする。֎面

にϤコφσを施した後、֎面に３条のԜઢ文を施文する。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。

　21〜23はᙈと͑ߟられる。21はޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ଘ器5.2ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦は۶ۂしてʮくʯのࣈ状をఄし、ޱԑ端෦はؙみ

をଳͼる。ޱԑ෦下の֎面にϋέ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にφσが施される。ࢁ城

ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。22はޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ଘ器3.2ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端෦が上方に֦ுされ、する。Ϥコφσ、面

にϋέが施される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。23はޱԑ෦と͑ߟられる。෮14.2ܘޱݩᶲ、

ԑ端෦は上ޱ。ԑ෦が֎して開くޱ、しである。ମ෦は4.5ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

方に֦ுされてする。ମ෦֎面にϋέ、ޱԑ෦にϤコφσが施される。ମ෦面はຎ໓してお

り、調はෆ໌ྎである。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。

　24はുと͑ߟられる。෮38.8ܘޱݩᶲ、ଘ器5.9ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦は

しながらཱち上がり、ޱԑ෦はཱする。ޱԑ端෦は平ୱ面をし、方に֦ுされる。ମ෦֎

面にϋέ、ޱԑ෦֎面にϤコφσが施され、ޱԑ端෦下の֎面に３条のԜઢ文、ͦの下に
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ಥ文が２ଳ施文される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。

　25、26はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。25は෮ݩఈ4.0ܘᶲ、ଘ器3.3ߴᶲをଌり、মは

֎である。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦ྑ

面にέズリ、面にφσおよͼΦサΤが施される。26は෮ݩఈ12.0ܘᶲ、ଘ器3.1ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は֎ؾຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面およͼ

面にφσが施されるが、ମ෦֎面の調はෆ໌ྎである。

竪穴建物0251（図版20－27～32、図版37－１）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期中葉から

後葉の所࢈と͑ߟられる。

　27〜29はᆵと͑ߟられる。27はडޱ状ޱԑを༗するᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ

෮ݩはできなかった。ଘ器3.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦はཱし、端෦は平ୱ面

をܗする。֎面にϤコφσが施される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。28はᰍᆵのޱ

ԑ෦と͑ߟられる。෮17.0ܘޱݩᶲ、ଘ器6.5ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ᰍ෦が

しながらཱち上がり、ޱԑ෦はほぼཱしてޱԑ端෦は平ୱ面をす。ᰍ෦֎面の調はෆ

໌ྎで、ޱԑ෦にϤコφσの後に２条のԜઢ文を施す。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。29

はޱᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。ଘ器3.0ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ޱԑ端෦が上下に֦ுされて平ୱ面をす。֎面にϋέのちϤコφσ、端෦およ

ͼ面にϤコφσが施され、端面はແ文であるが、ޱԑ෦面にಥ文が４ଳ施される。ࢁ城ᶙ−

２様式にଐすると͑ߟられる。

　30、31はᙈと͑ߟられる。30はޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ଘ器3.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端面は平ୱ面をܗし、上下に֦ுされる。֎面

にϋέ、ޱԑ端面にྻ文が施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。31はޱԑ෦と͑ߟられ

る。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。ଘ器2.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端෦が

上下に֦ுされて平ୱ面をす。֎面にϤコφσ、端面にԜઢ文が２条施される。ࢁ城ᶚ−２༷

式にଐすると͑ߟられる。

　32は弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ6.6ܘᶲ、ଘ器2.3ߴᶲをଌり、মは

ຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面に木の葉状のؾである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が֎ྑ

ѹࠟがり、ମ෦֎面下端෦にϤコφσが施されるが、上෦およͼ面は調がෆ໌ྎである。

竪穴建物0252（図版21－33～39、図版37－２）

　弥生土器ᙈ、ു、ఈ෦、石製品と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期

後葉の所࢈と͑ߟられる。

　33〜36はᙈと͑ߟられる。33はޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ଘ器2.6ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ޱԑ端෦が上下に֦ுされて平ୱ面をす。֎面、



−23−

端面ڞにϤコφσが施されるが、ແ文である。34はޱԑ෦と͑ߟられる。෮15.0ܘޱݩᶲ、ଘ器

ԑ෦下ޱ。状をఄするޱԑ෦がडけޱしてほぼཱするۂである。۶3.4ᶲをଌり、মはྑߴ

の֎面にॎ方向のϋέ、ޱԑ෦֎面からମ෦面にかけてϤコφσ、ޱԑ෦֎面に۳ඳ状文が施

される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。35は෮18.0ܘޱݩᶲ、ଘ器7.9ߴᶲをଌり、ম

はྑである。するମ෦からޱԑ෦がڧく۶ۂして֎方開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をして

する。ମ෦面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、端面にԜઢ文が２条施され

る。また、ޱԑ෦下のମ෦にઠが施される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。36は෮ݩ

ԑ下ޱ、ԑに向かってしޱである。ମ෦が4.9ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、15.0ᶲܘޱ

で۶ۂしてޱԑは֎方開く。ମ෦֎面にλλΩ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にφσが施

される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。

　37はുのޱԑ෦と͑ߟられる。෮25.4ܘޱݩᶲ、ଘ器4.2ߴᶲをଌり、মはೈ質である。

ԑ端෦ۙのޱ。するԑ端෦が平ୱ面をしてޱ、ຯであるがほぼཱしؾԑ෦はޱ

֎面にϤコφσ、面にφσが施され、端෦下に３条のԜઢ文が施文される。ࢁ城ᶚ−２༷式

にଐすると͑ߟられる。

　38はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ4.6ܘᶲ、ଘ器2.2ߴᶲをଌり、মはྑであ

る。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面およͼ面にφσが施さ

れるが、ମ෦֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。

　39はサψΧΠト製のଧ製石᭲である。ଘ長2.5ᶲ、全෯2.0ᶲ、ްさ0.5ᶲをଌる。

竪穴建物0253（図版21－40～51、図版38－１）

　弥生土器ߴഋ、ᙈ、ു、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期後

葉の所࢈と͑ߟられる。

　40〜42はߴഋと͑ߟられる。40はਫ平ޱԑߴഋのഋ෦と͑ߟられるが、ޱԑ端෦をܽଛしてい

る。ଘ器6.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ഋ෦はؾຯに上方向かって開き、ൺֱతਂ

いܗ状をఄする。ޱԑಥଳは໌確にಥ出し、断面ܗは三֯ܗである。ࢁ城ᶚ༷式にଐするとߟ

͑られる。41は٭෦と͑ߟられる。෮ݩఈ7.6ܘᶲ、ଘ器5.9ߴᶲをଌり、মはೈ質である。

。られる͑ߟப෦と٭が施され、֎面とຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。42は෦にઠ٭

٭、෦およͼഋ෦をܽଛしており٭。である8.1ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、4.4ᶲܘப෦٭

ப෦は中ۭである。֎面にϛΨΩ、٭ப෦面にφσ、ഋ෦面にφσを施す。ࢁ城ᶚ༷式か。

　43、44はᙈと͑ߟられる。43はޱԑ෦と͑ߟられる。෮33.8ܘޱݩᶲ、ଘ器3.3ߴᶲをଌり、

মはೈ質である。ޱԑ端෦が上下に֦ுされて平ୱ面をし、する。֎面にϤコ

φσが施され、端面には３条のԜઢ文が施文される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。44は

ԑ෦は֎ޱ。である2.1ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、16.4ᶲܘޱݩられる。෮͑ߟԑ෦とޱ

して開き、ޱԑ端෦が下֦ுされて平ୱ面をし、する。֎面にϤコφσ、端面下端

෦にࠁみが施される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。
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　45、46はുと͑ߟられる。45はޱԑ෦と͑ߟられるが、小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ଘ器3.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦はઢతに開き、ޱԑ端෦下に３条のԜઢ文を

施す。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。46はޱԑ෦と͑ߟられるが、小ยのたΊܘޱ෮ݩは

できなかった。ଘ器3.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦はしながらཱち上がり、端෦

を方に֦ுして平ୱ面をす。֎面にϤコφσが施され、֎面に４条のԜઢ文が施文される。

。られる͑ߟ城ᶚ−２༷式にଐするとࢁ

　47〜51はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。47は෮ݩఈ9.0ܘᶲ、ଘ器5.1ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面およͼମ

෦֎面にφσが施され、面にはΦサΤのࠟ跡がる。48は෮ݩఈ3.4ܘᶲ、ଘ器4.6ߴᶲをଌり、

মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がؾຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ

が施される。ମ෦֎面はຎ໓のたΊ、調がෆ໌ྎである。49はఈ3.7ܘᶲ、ଘ器2.2ߴᶲをଌ

り、মはྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦はؾຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦に

φσ、ମ෦֎面にϋέが施される。面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。50は෮ݩఈ4.0ܘᶲ、

である。ఈ෦はತ面をし、ମ෦は֎しながら֎方向2.8ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

かってཱち上がる。ఈ෦֎面およͼ面にφσが施される。ମ෦֎面はຎ໓しており、調がෆ໌

ྎである。51はఈ4.6ܘᶲ、ଘ器3.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が֎

ຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にλλΩが施される。面はຎ໓しؾ

ており、調がෆ໌ྎである。

ʤ土坑ʥ

土坑0258（図版21－52・53、図版38－２）

　弥生土器ߴഋ、ᆵと͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と͑ߟ

られる。

　52はߴഋの٭෦あるいは֖と͑ߟられ、端෦がଘしている。෮ݩఈ12.6ܘᶲ、ଘ器2.3ߴᶲ

をଌり、মはೈ質である。端෦は平ୱ面をす。面にφσ、端面にϤコφσが施される。

֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ۙくにઠが施される。

　53はᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。ଘ器2.7ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ޱԑ端෦は平ୱ面をし、下方に֦ுされる。֎面とϋέ、Ϥコφσが施さ

れる。端面には۳ඳ状文、端面下端にࠁみが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

土坑0277（図版21－54～61、図版38－２）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦、石器と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期中

葉から後葉の所࢈と͑ߟられる。

　54、55はᆵと͑ߟられる。54はޱᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。෮27.6ܘޱݩᶲ、ଘ器6.5ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ᰍ෦から֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をし、下෦に֦ுされる。
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ԑ෦֎面にϤコφσ、ᰍ෦面にφσが施される。ᰍޱ、ԑ下のᰍ෦֎面にॎ方向の൘φσޱ

෦֎面に̒条の۳ඳઢ文、ޱԑ端面下端にಥ文、端面に۳ඳ状文、端面上端にࠁみ、ޱԑ෦

面に۳ඳ状文を施文する。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。55はᆵのఈ෦と͑ߟられる。ఈ

ຯにཱち上ؾである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦は֎7.3ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、4.2ᶲܘ

がり、ઢతに֎方向けて৳ͼる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέが施される。

　56〜58はᙈと͑ߟられる。56、57はಉ一ݸମのՄੑがあるが、がなく߹できなかったた

Ί、ݸ別で図化を行った。56は෮19.0ܘޱݩᶲ、ଘ器15.3ߴᶲ、57はఈ5.5ܘᶲ、ଘ器15.5ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ޱԑ෦は֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ఈ෦はԜ面を

し、ମ෦は֎ؾຯに֎方向けてཱち上がり、しながら上方৳ͼる。ఈ෦֎面に木の葉

状のѹࠟがり、ମ෦֎面にॎ方向のϋέ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ方向のφσ、

ମ෦面にφσが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。58は上͛ఈ状になるᙈのఈ෦とߟ

͑られる。ఈ7.3ܘᶲ、ଘ器9.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦は֎

、ຯに֎方向けてཱち上がる。ఈ෦֎面のԜ෦にφσ、෦֎面にϤコφσ、ମ෦֎面にϋέؾ

ମ෦面にϋέ後φσが施され、ఈ෦֎周に木の葉状のѹࠟがる。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟら

れる。

　59、60はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。59はఈ7.5ܘᶲ、ଘ器8.7ߴᶲをଌり、মはྑ

である。ఈ෦はತ面をし、ମ෦はؾຯに֎方向かってཱち上がる。֎面とにຎ໓

しており、調はෆ໌ྎである。60はఈ4.6ܘᶲ、ଘ器7.2ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦

はԜ面をし、ମ෦は֎ؾຯにཱち上がり、しながら上方৳ͼる。ఈ෦֎面にφσが

施される。ମ෦֎面とຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。

　61は೪൘ؠ製の石包ஸと͑ߟられる。ଘ長3.4ᶲ、ଘ෯8.0ᶲ、ްさ0.7ᶲをଌり、ਕ෦の

一෦がଘしている。ଘ෦の上端ۙくにઠが２Օ所ଘしている。

土坑0284（図版22－62～69、図版39－１）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期中葉の所

。られる͑ߟと࢈

　62、63はᆵと͑ߟられる。62はޱᆵと͑ߟられる。෮22.8ܘޱݩᶲ、ଘ器8.6ߴᶲをଌり、

মはྑである。ᰍ෦からޱԑ෦にかけて֎し、ޱԑ端෦は平ୱ面をܗする。ޱԑ端面は下

方に֦ுされている。ޱԑ෦はϤコφσの後、ޱԑ端面に۳ඳ状文、下端෦にࠁみが施され

る。ᰍ෦֎面はޱԑ෦下にॎ方向のϋέが施され、ͦれより下はφσの後に۳ඳઢ文が施文

される。۳ඳઢ文は３ଳ施されており、上の２ଳが̕条、る１ଳは７条である。ࢁ城ᶙ−２༷

式にଐすると͑ߟられる。63はޱԑ෦と͑ߟられる。෮26.8ܘޱݩᶲ、ଘ器4.3ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ޱԑ෦が֎して開き、端෦は平ୱ面をし、下෦を֦ுする。֎面にॎ方向の

൘φσ、端෦にϤコφσ、面にφσ、ޱԑ端面の下端෦にࠁみが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐする

と͑ߟられる。
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　64、65はᙈと͑ߟられる。64は෮19.7ܘޱݩᶲ、ଘ器8.3ߴᶲで、মはྑである。ମ෦は

ԑ෦は֎して֎方開き、端෦ޱ。ԑ下でほぼཱするޱ、しԑ෦に向かってઢతにޱ

は平ୱ面をܗする。ମ෦֎面は調がෆ໌ྎで、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、面にϋέが施され

る。ମ෦はແ文であるが、ޱԑ෦は端面下端にࠁみが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

65はମ෦下半からఈ෦がଘしている。ఈ7.1ܘᶲ、ଘ器12.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ

෦はԜ面をし、ମ෦は֎ؾຯに֎方向けてཱち上がり、しながら上方৳ͼる。ఈ

෦֎面およͼମ෦֎面にφσが施され、ମ෦֎面の下端෦֎面にΦサΤのࠟ跡がる。

　66〜69はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。66は෮ݩఈ4.8ܘᶲ、ଘ器3.1ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦はؙみをଳͼ、ମ෦が֎ؾຯにཱち上がり、ઢతに上方৳ͼる。ఈ

෦֎面にφσが施され、面にΦサΤのࠟ跡がるが、ମ෦֎面は調がෆ໌ྎである。67は෮ݩ

ఈ9.6ܘᶲ、ଘ器3.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かっ

てཱち上がる。ఈ෦֎面にφσが施されるが、ମ෦֎面の調はෆ໌ྎである。面にはφσが施

される。68は෮ݩఈ6.0ܘᶲ、ଘ器4.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は

ઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέ、面にφσが施される。69

はఈ5.8ܘᶲ、ଘ器4.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は֎してઢతに

֎方向けてཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέ、ମ෦面にφσが施される。

土坑0672（図版22－70・71、図版39－２）

　弥生土器ു、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期後葉の所࢈と

。られる͑ߟ

　70はുと͑ߟられる。෮22.1ܘޱݩᶲ、ଘ器4.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦からޱԑ

にかけてほぼཱし、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ端෦にϤコφσ、ޱԑ෦֎面およͼମ෦

֎面にϛΨΩを施す。ޱԑ端෦下に１条、ମ෦下半に３条のԜઢ文を施文する。ࢁ城ᶚ−２༷式

にଐすると͑ߟられる。

　71はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ5.5ܘᶲ、ଘ器4.8ߴᶲをଌり、মはྑであ

る。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は֎しながら֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面

にϋέが施される。

土坑0688（図版22－72・73、図版39－２）

　弥生土器ߴഋ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。

　72はߴഋの٭ப෦と͑ߟられる。෮4.2ܘݩᶲ、ଘ器8.0ߴᶲをଌり、মはྑである。֎面

に൘φσが施される。

　73はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ7.0ܘᶲ、ଘ器7.1ߴᶲをଌり、মはྑであ

る。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は上にཱち上がり、֎して֎方৳ͼる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎

面にϋέが施される。
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その他の土坑（図版22－74～79）

　74は土坑0265から出土した。弥生土器ുと͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

ޱしてۂຯにࣼΊ上方にཱち上がり、۶ؾである。ମ෦が4.8ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

ԑ෦はほぼཱし、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。֎面にϤコφσ、ޱԑ෦とମ෦の۶ۂ෦֎面に２

条のԜઢ文が施される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。

　75は土坑0293から出土した。弥生土器ᙈと͑ߟられる。ମ෦上半からޱԑ෦がଘしており、

෮31.8ܘޱݩᶲ、ଘ器13.4ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ମ෦はしながら上方に৳ͼ、

ԑ෦֎面から端面にϤコφޱ、される。ମ෦֎面にϋέܗԑ端෦は平ୱにޱԑ෦で֎してޱ

σ、ޱԑ෦面にϋέが施される。ମ෦面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ࢁ城ᶙ−１༷式

にଐすると͑ߟられる。

　76は土坑0260から出土した。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ5.2ܘᶲ、ଘ器ߴ

4.5ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。

ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέ、面にφσが施される。

　77は土坑0268から出土した。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ9.2ܘᶲ、ଘ

器2.1ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が֎ؾຯに֎方向かってཱち上が

る。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέ、面にφσが施される。

　78は土坑0298から出土した。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ6.2ܘᶲ、ଘ器ߴ

2.9ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は中ԝ෦がۼみ、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上

がる。ఈ෦֎面に木の葉状のѹࠟが認Ίられ、ମ෦എ面にॎ方向のϋέ、面にφσが施される。

　79は土坑0658から出土した。೪൘ؠ製の石包ஸである。ଘ長4.5ᶲ、ଘ෯8.3ᶲ、ްさ0.6ᶲ

をଌる。

ʤピットʥ（図版22−80〜88、図版23−89〜95、図版40−１）

　ピット群からは弥生土器の小ยにՃ͑石製品がগྔ出土しているが、図化できたのはଟくない。

　80はピット0604から出土した。ߴഋ٭෦と͑ߟられる。٭ப෦の4.2ܘᶲ、ଘ器7.3ߴᶲを

ଌり、মはྑである。面にφσ、֎面下෦にφσ、上෦にϋέが施される。81はピット0582

から出土した。長ᰍᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。9.0ܘޱᶲ、ଘ器13.2ߴᶲをଌり、মはೈ

質である。ᰍ෦はઢతに֎方向かってཱち上がり、ޱԑ端෦はؙみをଳͼる。ޱԑ෦֎面に

Ϥコφσが施される。ᰍ෦の֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ࢁ城ᶛ༷式か。82は

ピット0684から出土した。ᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。෮12.3ܘޱݩᶲ、ଘ器4.5ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ᰍ෦で֎して֎に開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ෦にϤコφσが施され

る。ᰍ෦֎面はຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。ࢁ城ᶚ༷式か。83はピット0689から出土

した。ᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。෮26.0ܘޱݩᶲ、ଘ器9.8ߴᶲをଌり、মはೈ質である。

ᰍ෦が֎して開き、۶ۂしてޱԑ෦がཱし、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ෦֎面にϤコ

φσ、端面の֎端෦にࠁみを施す。ᰍ෦֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ࢁ城ᶚ༷式
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にଐすると͑ߟられる。84はピット0686から出土した。ᆵと͑ߟられる。෮ݩఈ5.2ܘᶲをଌり、

মはྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦は֎ؾຯに֎方向けてཱち上がり、しな

がら上方৳ͼる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέが施される。ମ෦面はຎ໓しており、調

はෆ໌ྎである。85はピット0150から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈܘ

10.0ᶲ、ଘ器4.7ߴᶲをଌる。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。֎

面ڞにຎ໓がܹしく、調はෆ໌。86はピット0333から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟら

れる。෮ݩఈ4.6ܘᶲ、ଘ器2.4ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢ

తに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面に木の葉状のѹࠟがり、ମ෦֎面にφσが施され

る。ఈ෦中ԝにઠが施される。87はピット0439から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられ

る。෮ݩఈ5.8ܘᶲ、ଘ器4.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は中ԝ෦がۼみ、ମ෦は

ઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にΦサΤ、ମ෦֎面にϋέが施される。88は

ピット0450から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ8.0ܘᶲ、ଘ器3.5ߴᶲをଌ

り、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφ

σ、ମ෦֎面にϋέが施される。89はピット0609から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟら

れる。෮ݩఈ7.2ܘᶲ、ଘ器2.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がઢతに

֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にΦサΤ後φσ、ମ෦֎面にφσが施される。90はピット

0623から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ6.8ܘᶲ、ଘ器5.9ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は֎ؾຯに֎方向かってཱち上がり、しながら

上方৳ͼる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέが施される。91はピット0669から出土した。ᆵ

あるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ7.0ܘᶲ、ଘ器4.1ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ

෦はԜ面をし、ମ෦は֎しながらཱち上がり、ఈ෦֎面およͼମ෦面にφσが施される

が、ମ෦֎面はຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。92はピット0684から出土した。ᆵあるいは

ᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ3.7ܘᶲ、ଘ器4.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はತ面をし、

ମ෦は上に向かってཱち上がり、֎して֎方৳ͼる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にϋέが

施される。

　93、94は石と͑ߟられる。93はピット0167から出土した。νϟート製で、෯4.2ᶲ、ଘ長5.7ᶲ、

ްさ1.3ᶲをଌり、දཪ྆面に用ࠟ跡を確認することができる。94はピット0208から出土した。࠭

。用ࠟ跡が認Ίられる製で、෯3.5ᶲ、全長7.1ᶲ、ްさ2.4ᶲをଌり、දཪ面およͼ྆側面にؠ

　95はピット0167から出土したサψΧΠト製のଧ製石᭲である。ଘ長3.9ᶲ、෯1.9ᶲ、ްさ

0.6ᶲをଌる。

ʤ溝状遺構ʥ

溝状遺構0269（図版23－96～101、図版40－２）

　弥生土器ߴഋ、ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期後

葉の所࢈と͑ߟられる。
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　96はਫ平ޱԑߴഋのഋ෦と͑ߟられる。෮20.2ܘޱݩᶲ、ଘ器6.4ߴᶲをଌり、মはྑで

ある。状をఄするഋ෦がઢతに֎方開き、ޱԑ෦で֎してਫ平に֎方৳ͼる。ޱԑ端෦

は下にਨ下して平ୱ面をし、ޱԑ෦面のಥଳは໌確にಥ出する。ޱԑ෦֎面にϤコφσを施

すが、ഋ෦֎面の調はຎ໓しており、ෆ໌ྎである。ࢁ城ᶚ−１༷式にଐすると͑ߟられる。

　97は༗ஈ状ޱԑのޱᆵと͑ߟられる。෮16.6ܘޱݩᶲ、ଘ器4.0ߴᶲをଌり、মはྑで

ある。ମ෦はޱԑ෦下で֎して開き、۶ۂしてޱԑ෦がཱする。ޱԑ෦下のମ෦֎面にϋ

έ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にφσが施され、ޱԑ෦֎面下半にྻ文が施文される。

。られる͑ߟ城ᶚ༷式にଐするとࢁ

　98、99はᙈと͑ߟられる。98は෮14.0ܘޱݩᶲ、ଘ器9.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ

෦がޱԑに向かってし、ޱԑ下で۶ۂしてޱԑは֎方開く。ମ෦֎面にλλΩ、ޱԑ෦

֎面にϤコφσが施され、ମ෦面にΦサΤのࠟ跡がる。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。99

はޱԑ෦と͑ߟられる。෮16.0ܘޱݩᶲ、ଘ器4.7ߴᶲをଌり、মはྑである。するମ

෦から۶ۂしてޱԑ෦が開き、ޱԑ端෦は下方に֦ுされて平ୱ面をす。ޱԑ෦֎面にϤコφ

σが施される。ମ෦֎面はຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟら

れる。

　100はᆵあるいはᙈのޱԑ෦と͑ߟられる。ޱԑ端෦が上下に֦ுされて平ୱ面をなし、３条の

Ԝઢ文が施される。ࢁ城ᶚ−２༷式にଐすると͑ߟられる。

　101はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ6.0ܘᶲ、ଘ器2.8ߴᶲをଌり、মはྑで

ある。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が֎ؾຯに֎方向けてཱち上がる。面にφσが施されるが、֎面

はຎ໓の為、調がෆ໌ྎである。

溝状遺構0279（図版23－102、図版40－２）

　102はແᰍᆵと͑ߟられる。ମ෦はしてઢతに৳ͼ、ޱԑ෦が֎方ංްする。ମ෦֎

面にφσ、ޱԑ෦֎面にϤコφσが施される。ମ෦に۳ඳ࿄状文が３ଳ施文される。ޱԑ෦下

の１ଳが８条、ͦの下の２ଳが８条、３ଳが７条である。また、ޱԑ෦下には۳ඳ࿄状文を

施文後にઠがೋՕ所施される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。

ʤ流路状遺構ʥ

流路状遺構0648（図版23－103～111、図版41－１）

　弥生土器器、ߴഋ、ᆵ、ᙈ、ു、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生

時代後期の所࢈と͑ߟられる。

　103は器と͑ߟられる。ଘ器4.1ߴᶲをଌり、মはྑである。面中ԝ෦にઠ、面に

φσが施され、۶ۂ෦֎面にΦサΤのࠟ跡が認Ίられるが、֎面はຎ໓しており、調はෆ໌ྎで

ある。ࢁ城ᶛ༷式か。

　104はߴഋのഋ෦と͑ߟられる。෮25.4ܘޱݩᶲ、ଘ器3.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ
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෦がઢతにࣼΊ上方৳ͼ、ޱԑ෦で۶ۂし、֎しながら開く。֎面ڞにϛΨΩが施される。

。られる͑ߟ城ᶛ༷式にଐするとࢁ

　105はडޱ状ޱԑのޱᆵと͑ߟられる。෮13.1ܘޱݩᶲ、ଘ器6.0ߴᶲをଌり、মはྑで

ある。ᰍ෦が֎しながら開き、۶ۂしてޱԑ෦はཱする。ᰍ෦֎面にϋέ後Ϥコφσ、ޱԑ෦

֎面にϤコφσ、面にԣ方向のφσが施される。ࢁ城ᶛ༷式か。

　106、107はᙈと͑ߟられる。106は෮13.6ܘޱݩᶲ、ଘ器5.8ߴᶲをଌり、মはྑである。

ମ෦はし、۶ۂしてޱԑ෦が開く。ମ෦֎面にϋέ、ޱԑ෦֎面にΦサΤ、ޱԑ෦面にϤコ

φσ、ମ෦面にφσが施される。107は෮18.0ܘޱݩᶲ、ଘ器5.4ߴᶲをଌり、মはೈ質

である。ؾຯのମ෦から֎し、ߋに۶ۂしてޱԑ෦がほぼཱし、डけޱ状のޱԑをఄする。

ମ෦֎面にϋέ、ޱԑ෦下の֎面にϋέ後Ϥコφσ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にφσ、

͑ߟ城ᶛ༷式にଐするとࢁ。られる͑ߟᙈの฿品とܥಥ文が施される。ۙ江ԑ෦下半に۳ඳޱ

られる。

　108はുと͑ߟられる。෮14.8ܘޱݩᶲ、ଘ器4.9ߴᶲをଌり、মはྑである。するମ

෦から֎し、ߋに۶ۂしてޱԑ෦がほぼཱし、डޱ状のޱԑをఄする。ମ෦下半にέズリ、ޱ

ԑ෦֎面にϤコφσが施される。ମ෦面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ޱԑ下半෦に

ྻ文、ޱԑ下のମ෦֎面に３条のઢ文、ઢ文ଳの下にྻ文が施される。ࢁ城ᶛ༷式にଐ

すると͑ߟられるが、ۙ江からのൖೖ品のՄੑがある。

　109〜111はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。109はఈ4.7ܘᶲ、ଘ器3.4ߴᶲをଌり、মは

である。ఈ෦はԜ面をなし、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମྑ

෦֎面にϛΨΩ、面にϋέ後൘φσが施される。110はఈ3.0ܘᶲ、ଘ器3.3ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦

֎面の下෦にϋέが施され、面にΦサΤのࠟ跡がる。111はఈ෦が平ୱで、ମ෦は֎しなが

らཱち上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にλλΩが施され、面にΦサΤのࠟ跡がる。

（̑）西区第１面遺構出土遺物

ʤ素掘り溝群ʥ（図版24−112〜124、図版41−２）

　素掘り溝群からは12世ل後半から13世لの所࢈と͑ߟられる土師器ย、瓦器ยおよͼ瓦質土器

ยが主に出土している。

　112〜115は土師器ࡼ/と͑ߟられる。112は溝0715から出土した。小ยのたΊܘޱ෮ݩはでき

なかった。ଘ器1.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦は֎方開き、ޱԑ端෦はઑりؾຯ

にܗされ、断面ܗは三֯ܗをఄする。ମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ

が施される。̒"〜#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。113は溝0715から出土した。෮6.9ܘޱݩᶲ、器

ؾԑ端෦はઑりޱ、ԑ෦は֎方開きޱ、である。ఈ෦はؙみをଳͼ1.2ᶲをଌり、মはྑߴ

ຯにܗされる。ఈ෦からମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面に

φσが施される。̒ "〜#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。114は溝0730から出土した。෮8.5ܘޱݩᶲ、
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器1.5ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はؙみをଳͼ、ޱԑ෦は֎方開き、ޱԑ端෦はؙみ

をଳͼる。ఈ෦からମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にφσが

施される。̒"〜#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。115は溝0725から出土した。෮8.3ܘޱݩᶲ、

ଘ器1.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦は֎方に開き、ޱԑ端෦はઑりؾຯにܗされる。

。られる͑ߟԑ෦にϤコφσが施される。̒"〜#ஈ֊にଐするとޱ

　116は溝0712から出土した。須恵器ുのޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかっ

た。ଘ器4.1ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端෦がංްしてۄԑ状をఄする。10世لの所

。られる͑ߟすることから、ࠞೖ品とڞられる。瓦器ยと͑ߟと࢈

　117〜120は瓦器である。117は溝0746から出土した。ࡼと͑ߟられる。෮9.8ܘޱݩᶲ、器1.8ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がり、ޱԑが֎

してޱԑ端෦はઑりؾຯにܗされる。֎面にφσが施される。13世لの所࢈と͑ߟられる。

118〜120はと͑ߟられる。118は溝0715から出土した。ޱԑ෦をܽଛしており、෮ݩఈ5.4ܘᶲ、

がషりߴをఄするいܗである。ఈ෦は平ୱで、断面三֯2.8ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

けられる。ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ମ෦面にϛΨΩが施されるが、ମ෦

֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐすると͑ߟられる。119は溝0716か

ら出土した。෮14.1ܘޱݩᶲ、ఈ5.0ܘᶲ、器4.2ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はؙみ

をଳͼ、断面三֯ܗをఄするいߴがషりけられる。ମ෦はしながら֎方向かってཱ

ち上がり、ޱԑ端෦にઢが施される。ମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦にϤコφσが施さ

れる。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐすると͑ߟられる。120は溝0742から出土した。෮14.1ܘޱݩᶲ、ଘ器

である。ମ෦ははෆ໌である。মはྑܘ4.2ᶲをଌるが、ఈ෦をܽଛしているたΊ、ఈߴ

しながら֎方向かってཱち上がり、ޱԑ端෦にઢが施される。ମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、

。られる͑ߟᶙஈ֊にଐするとܕԑ෦にϤコφσ、面にϛΨΩが施される。ೇ葉ޱ

　121〜124は瓦質土器の羽זと͑ߟられる。121は溝0725から出土した。෮15.0ܘޱݩᶲ、ଘ

器3.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦はし、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ端෦から

下に1.5ᶲのҐஔに௳がషりけられる。ޱԑ෦にϤコφσ、ମ෦面にϋέが施され、௳より下

のମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がる。13世لの所࢈と͑ߟられる。122は溝0742から出土した。෮ݩ

ԑ端෦は平ୱ面をޱ、しԑ෦がޱ。である8.6ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、28.0ᶲܘޱ

す。ޱԑ端෦から下に2.0ᶲのҐஔに௳がషりけられ、ମ෦面にφσが施される。ମ෦֎面は

ຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。13世لの所࢈と͑ߟられる。123は溝0715から出土した。෮

ԑ端෦は平ޱ、しԑ෦が方にޱ。である4.9ᶲをଌり、মはྑߴଘ器、16.4ᶲܘޱݩ

ୱ面をす。ޱԑ端෦から1.5ᶲ下に෯のڱい௳をషりける。ޱԑ෦にϤコφσ、ମ෦面にφσ

が施され、௳షけ෦より下のମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がる。13世لの所࢈と͑ߟられる。124

は溝0715から出土した。三羽זの٭෦と͑ߟられる。ଘ器11.4ߴᶲをଌり、মはྑである。

13世لの所࢈と͑ߟられる。
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ʤ井戸ʥ

井戸0883（図版24－125～138、図版42－１）

　12世ل後半から13世لの所࢈と͑ߟられる土師器ย、須恵器ย、瓦器ย、瓦質土器ยおよͼ下

ବが主に出土している。

　125〜128は土師器ࡼ/と͑ߟられる。125は෮8.4ܘޱݩᶲ、ଘ器1.3ߴᶲをଌり、মはྑ

である。ఈ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσが施される。̒"〜#ஈ֊にଐ

すると͑ߟられる。126は෮8.3ܘޱݩᶲ、ଘ器1.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦֎面に

ΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσが施される。̒"〜#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。

127は෮9.0ܘޱݩᶲ、ଘ器1.5ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、

、14.1ᶲܘޱݩられる。128は෮͑ߟԑ෦֎面にϤコφσが施される。̒"〜#ஈ֊にଐするとޱ

ຯにؾԑ端෦はઑりޱ、である。ମ෦がઢతにཱち上がり2.6ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

ԑ෦֎面からఈ෦ޱ、りをఄする。ఈ෦֎面からମ෦にΦサΤのࠟ跡がܗされ、断面は三֯ܗ

面にϤコφσが施される。̒#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。

　129は東ܥ須恵器ുのޱԑ෦と͑ߟられる。෮31.0ܘޱݩᶲ、ଘ器4.5ߴᶲをଌり、মはྑ

。られる͑ߟと࢈の所لである。13世

　130〜135は瓦器で、130〜132は135〜133、ࡼはと͑ߟられる。130は෮8.4ܘޱݩᶲ、ଘ

器1.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦はほぼ平ୱで、ޱԑ෦がઢతに֎方向かってཱち

上がる。ޱԑ端෦はઑりؾຯにܗされ、三֯ܗにۙい断面ܗをఄする。ఈ෦にΦサΤのࠟ跡が

り、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ఈ෦面にφσおよͼ҉文が施される。131は9.1ܘޱᶲ、器1.9ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ޱԑ端෦はઑりؾຯにܗされる。ఈ෦֎面にΦサΤ

のࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ఈ෦面に҉文が施される。132は9.7ܘޱᶲ、器2.6ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ఈ෦はؙみをଳͼ、ޱԑ෦は֎し、ޱԑ端෦はؙみをଳͼる。

ఈ෦֎面にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、҉文が施される。

　133は෮14.5ܘޱݩᶲ、෮ݩ器4.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦に断面三֯ܗをఄする

いߴがషりけられ、ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ޱԑ෦は֎し、ޱ

ԑ端෦にઢが施される。面にはૈいϛΨΩが施され、ఈ෦面に҉文が認Ίられる。ೇ葉ܕᶙ

ஈ֊にଐすると͑ߟられる。134は෮14.7ܘޱݩᶲ、器4.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦に

断面三֯ܗをఄするいߴがషりけられ、ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ޱ

ԑ෦は֎し、ޱԑ端෦にઢが施される。ମ෦֎面の下半にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦

֎面にϤコφσ、ମ෦面にૈいϛΨΩが施され、ఈ෦面に҉文が認Ίられる。ೇ葉ܕᶙஈ֊

にଐすると͑ߟられる。135は෮14.0ܘޱݩᶲ、器4.5ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦に断面

三֯ܗをఄするいߴがషりけられ、ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ޱԑ෦

は֎し、ޱԑ端෦にઢが施される。ମ෦֎面の下半にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面

にϤコφσ、ମ෦面にૈいϛΨΩが施され、ఈ෦面に҉文が認Ίられる。ೇ葉ܕᶙஈ֊にଐす

ると͑ߟられる。
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　136、137は瓦質土器の羽זと͑ߟられる。136は෮21.0ܘޱݩᶲ、ଘ器6.9ߴᶲをଌり、ম

はೈ質である。ମ෦はほぼཱし、ޱԑ෦がしてޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ端෦から

1.5ᶲ下に௳がషりけられる。ମ෦֎面にφσが施されるが、ΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦֎面

にϤコφσ、ޱԑ෦面からମ෦面にԣ方向のϋέが施される。13世لの所࢈と͑ߟられる。

137は三羽זの٭෦と͑ߟられる。ଘ長17.9ᶲをଌり、মはྑである。

　138は木製品で、下ବと͑ߟられる。ଘ෯7.7ᶲ、ଘ長8.5ᶲをଌる。中ԝ෦ۙくにઠが一

Օ所認Ίられ、ཪ面にはࣃがଘしている。ઠはલ௶を通すたΊの؟と͑ߟられる。

ʤ土坑ʥ

土坑1180（図版24－139～141）

　12世ل後半から13世لの所࢈と͑ߟられる土師器ยおよͼ瓦質土器ยが主に出土している。

　139は土師器ࡼ/と͑ߟられる。෮9.0ܘޱݩᶲ、器1.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は

平ୱで、ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ޱԑ端෦はઑりؾຯにܗされ、断面は

三֯ܗをఄする。ମ෦֎面にΦサΤのࠟ跡が認Ίられ、ޱԑ෦にϤコφσ、ମ෦面にφσが施さ

れる。̒"〜#ஈ֊にଐすると͑ߟられる。

　140、141は瓦質土器羽זと͑ߟられる。140は෮19.8ܘޱݩᶲ、ଘ器5.7ߴᶲをଌり、মは

ೈ質である。ମ෦はしながらޱԑ෦ଓき、ޱԑ端෦は平ୱ面をしてし、ޱԑ

端෦から1.4ᶲ下に௳がషりけられる。ମ෦֎面に௳෦より下にΦサΤのࠟ跡がり、ޱԑ෦に

Ϥコφσが施される。面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。13世لલ半の所࢈と͑ߟられ

る。141は三羽זの٭෦と͑ߟられる。ଘ長21.5ᶲをଌり、মはྑである。

（̒）西区第２面遺構出土遺物

　土坑およͼピットから弥生土器を主ମとして、石器がগྔ出土している。

ʤ土坑ʥ

土坑0782（図版25－142～145、図版42－２）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と

。られる͑ߟ

　142はᆵのᰍ෦〜ޱԑ෦と͑ߟられる。෮18.5ܘޱݩᶲ、ଘ器9.1ߴᶲをଌり、মはྑであ

る。ᰍ෦はཱし、ޱԑ෦が֎して開く。ޱԑ端෦は平ୱ面をし、֎方に֦ுされる。ᰍ෦֎

面にφσ、ޱԑ෦にϤコφσ、φσ、ᰍ෦面にϋέが施される。ᰍ෦֎面に７条の۳ඳઢ文が

４ଳ、ޱԑ端面の上端およͼ下端にࠁみが施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　143、144はᙈと͑ߟられる。143は෮21.4ܘޱݩᶲ、ଘ器6.7ߴᶲをଌり、মはྑである。

ମ෦はし、ޱԑ෦が۶ۂして開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ମ෦֎面にॎ方向のϋέ、ޱԑ

෦面にԣ方向のϋέを施す。ޱԑ端面に۳ඳ状文およͼࠁみを施文する。ࢁ城ᶙ༷式にଐする

と͑ߟられる。144は෮21.0ܘޱݩᶲ、ଘ器17.0ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦はし、
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ԑޱ、ԑ෦֎面にॎ方向のϋέޱԑ端෦はؙみをଳͼる。ମ෦֎面からޱ、ԑ෦は֎して開きޱ

端෦にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέ、ମ෦面に൘φσが施される。ޱԑ端෦にࠁみ、ମ

෦上端に７条の۳ඳઢ文３ଳと̑条の۳ඳ状文２ଳがަޓに施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐす

ると͑ߟられるが、ۙ江からのൖೖ品のՄੑがある。

　145はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦はઢతに֎方向かってཱ

ち上がる。ఈ෦֎面にφσおよͼέズリ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέが施される。

土坑0790（図版25－146～149、図版43－１）

　弥生土器ᆵ、ᙈと͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と͑ߟら

れる。

　146〜148はᆵと͑ߟられる。146はޱԑ෦と͑ߟられる。෮19.4ܘޱݩᶲ、ଘ器2.4ߴᶲをଌ

り、মはྑである。֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をし、下に֦ுされる。面にԣ方向

のφσが施され、端面に۳ඳ状文が施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。147はޱԑ

෦と͑ߟられる。֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をし、下に֦ுされる。֎面にϋέが施され

るが、全ମతにຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。148はޱ

ԑ෦と͑ߟられる。෮19.7ܘޱݩᶲ、ଘ器5.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ෦が֎し

て開き、端෦は平ୱ面をす。ޱԑ端෦にϤコφσが施されるが、ޱԑ෦֎面はຎ໓しており、

調はෆ໌ྎである。ޱԑ端面下端にࠁみが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　149はᙈと͑ߟられる。෮21.8ܘޱݩᶲ、ଘ器8.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦は

し、ޱԑ෦が֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をしてする。ମ෦֎面からޱԑ෦֎面に

ॎ方向のϋέ、ޱԑ෦端面にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐす

ると͑ߟられる。

土坑0800（図版25－150・151、図版43－２）

　弥生土器ᆵ、ᙈと͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と͑ߟら

れる。

　150はᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。෮11.2ܘޱݩᶲ、ଘ器6.3ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ

෦はし、ޱԑ෦が֎してޱԑ端෦は平ୱ面をす。ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ

方向のϋέ、ମ෦面にφσ、ޱԑ端面に۳ඳ状文が施される。ମ෦֎面はຎ໓しており、調

がෆ໌ྎである。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　151はᙈのޱԑ෦と͑ߟられる。෮13.2ܘޱݩᶲ、ଘ器4.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ

෦がし、ޱԑ෦は۶ۂして開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。֎面ڞにຎ໓しており、調は

ෆ໌ྎである。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。



−35−

土坑0918（図版25－152～155、図版43－２）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と

。られる͑ߟ

　152、153はᆵと͑ߟられる。152は෮27.7ܘޱݩᶲ、ଘ器7.2ߴᶲをଌり、মはྑである。

֎ԑ෦ޱԑ端෦はԜ面をし、下に֦ுされる。ᰍ෦֎面からޱ、ԑ෦がᰍ෦から֎して開きޱ

面にॎ方向のϋέ、ޱԑ端෦にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέ、ᰍ෦面にϛΨΩが施され

る。ޱԑ端面に۳ඳ状文、端面下端にࠁみ、ᰍ෦֎面に４条の۳ඳઢ文１ଳ、１条のฟඳઢ

文、７条の۳ඳઢ文が施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。153はᰍ෦と͑ߟられる。

ԑ෦が֎して開く。ޱ、するମ෦からཱしである。17.9ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

֎面とຎ໓しており、調はෆ໌ྎである。֎面には、ޱԑ෦側から۳ඳ状文１ଳ、７条の۳

ඳઢ文が３ଳ、۳ඳ状文が１ଳ、７条の۳ඳ状文が３ଳ、۳ඳ状文が１ଳ施文される。

　154はᙈと͑ߟられる。෮18.6ܘޱݩᶲ、ଘ器7.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦は

し、ޱԑ෦が֎してޱԑ端෦は平ୱ面をし、する。ମ෦֎面からޱԑ෦֎面にॎ方向

のϋέ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέが施され、ମ෦面にΦサΤのࠟ跡がる。ޱԑ෦端面にࠁみ

が施文され、２Օ所にࢦ಄ѹࠟが認Ίられる。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　155はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ5.8ܘᶲ、ଘ器5.6ߴᶲをଌり、মはྑである。

ఈ෦は上͛ఈ状をఄし、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ମ෦֎面にॎ方向のϋέが施

され、ఈ෦֎面、ମ෦֎面下端෦、ఈ෦面にΦサΤのࠟ跡がる。

土坑0960（図版25－156～158、図版44－１）

　弥生土器ߴഋ、ᆵ、ᙈと͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と

。られる͑ߟ

　156はߴഋの٭෦と͑ߟられる。෮ݩఈ11.1ܘᶲ、ଘ器6.9ߴᶲをଌり、মはྑである。٭

端෦は平ୱ面をし、２条のઢが施される。

　157はᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。෮24.0ܘޱݩᶲ、ଘ器5.0ߴᶲをଌり、মはྑである。֎

して֎方に開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をし、上下方に֦ுされ、する。ޱԑ෦֎面にॎ方向

のϋέが施されるが、面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。ޱԑ端面にԜઢ文̑条、ͦの上

にॎઢ文、ޱԑ෦面に۳ඳ状文が施文される。ࢁ城ᶚ−2༷式にଐすると͑ߟられる。

　158はᙈと͑ߟられる。෮13.8ܘޱݩᶲ、ଘ器9.6ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ෦は

し、ڧく۶ۂしてޱԑ෦は֎方開き、ޱԑ端෦はؙみをଳͼる。ମ෦֎面にϋέ後λλΩ、ޱԑ

෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にϋέが施される。

土坑1069（図版26－159～165、図版44－１）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦、石器と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の

所࢈と͑ߟられる。
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　159、160はᆵと͑ߟられる。159はޱԑ෦と͑ߟられる。小ยのたΊܘޱ෮ݩはできなかった。

、ԑ端෦は平ୱ面をし、下方に֦ுされる。またޱ。である2.6ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

ଘしている。֎面およͼ端面にϤコφσ、面にԣ方向のϋέが施さがԑ面に一Օ所ઠޱ

れ、端面にฟඳࣼ֨ࢠ文が施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。160はޱԑ෦と͑ߟら

れる。෮24.0ܘޱݩᶲ、ଘ器9.1ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ᰍ෦はઢతに֎方向

かって৳ͼ、ޱԑ෦が֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ᰍ෦֎面にφσ、ޱԑ端෦にϤコ

φσ、ޱԑ෦面にφσ、ᰍ෦面にԣ方向のϋέが施される。ޱԑ端面下端෦にࠁみ、ᰍ෦に̒

条の۳ඳઢ文が３ଳ施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　161、162はᙈと͑ߟられる。161は෮13.4ܘޱݩᶲ、ଘ器5.9ߴᶲをଌり、মはྑである。

ମ෦はし、ޱԑ෦が֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をす。ମ෦֎面にॎ方向のϋέ、ମ෦

面に൘φσが施され、ޱԑ෦端面にࠁみ、ޱԑ෦面に۳ඳ状文１ଳが施文される。ࢁ城ᶙ༷

式にଐすると͑ߟられる。162は෮23.6ܘޱݩᶲ、ଘ器14.8ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ

෦はؾຯで、ޱԑ෦は֎してޱԑ端෦はؙみをଳͼる。ମ෦֎面からޱԑ෦֎面にॎ方向の

ϋέ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέ、ମ෦面にφσが施され、ޱԑ端෦にࠁみが施文される。ࢁ城

ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　163、164はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。163はఈ6.5ܘᶲ、ଘ器4.8ߴᶲをଌり、মは

ຯに֎方向かってཱちؾが施され、ମ෦が֎である。ఈ෦はؙみをଳͼ、中ԝにઠྑ

上がる。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέが施され、面にΦサΤのࠟ跡がる。ఈ෦中

ԝのઠはম後に施されたのと͑ߟられ、ࠋのస用のՄੑがある。164は෮ݩఈ6.5ܘᶲ、

である。ఈ෦は上͛ఈ状をし、ମ෦は֎して֎方向かっ4.9ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

てཱち上がる。ମ෦֎面下端෦にϤコφσ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέが施され、面にΦサΤのࠟ

跡がる。

　165は೪൘ؠ製の石包ஸと͑ߟられる。ଘ長3.8ᶲ、ଘ෯8.9ᶲ、ްさ0.5ᶲをଌり、上端෦ۙ

くにઠが１Օ所に施される。

土坑1076（図版26－166～172、図版44－２）

　弥生土器ߴഋ、ᆵ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈

と͑ߟられる。

　166はߴഋの٭෦と͑ߟられる。ଘ器6.2ߴᶲをଌり、মはྑである。٭෦֎面からഋ෦֎

面にϛΨΩ、ഋ෦面にφσが施される。

　167、168はᆵと͑ߟられる。167は෮20.4ܘޱݩᶲ、ଘ器12.3ߴᶲをଌり、মはྑである。

ᰍ෦からޱԑ෦が֎して開き、ޱԑ端෦は平ୱ面をし、下方に֦ுされる。֎面にφσ、ޱԑ

෦にϤコφσ、ޱԑ෦面にԣ方向のϋέ、ᰍ෦面にφσ、ᰍ෦に７条の۳ඳઢ文が４ଳ施さ

れる。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。168はޱԑ෦と͑ߟられる。෮18.3ܘޱݩᶲ、ଘ器ߴ

5.4ᶲをଌり、মはྑである。ᰍ෦はઢతに֎方に向かって৳ͼ、۶ۂしてޱԑ෦が開く。ޱ
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ԑ端෦は平ୱ面をし、下方に֦ுされ、する。ᰍ෦֎面にॎ方向のϋέ、ޱԑ෦֎面にϤ

コφσ、ᰍ෦面にφσが施され、ޱԑ端面にはฟඳࣼ֨ࢠ文が施文される。ࢁ城ᶙ༷式にଐする

と͑ߟられる。

　169〜172はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。169は෮ݩఈ7.0ܘᶲ、ଘ器8.2ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面に木の

葉状のѹࠟがり、ମ෦֎面にϛΨΩ、ମ෦面にॎ方向の൘φσが施される。170はఈ8.1ܘᶲ、

である。ఈ෦はԜ面をし、ମ෦がઢతに֎方向かってཱ4.5ᶲをଌり、মはྑߴଘ器

ち上がる。ఈ෦֎面に木の葉状のѹࠟがり、ମ෦֎面にϋέ後φσ、ମ෦面にφσが施される。

171はఈ5.8ܘᶲ、ଘ器8.4ߴᶲをଌり、মはೈ質である。ఈ෦はほぼ平ୱで、中ԝにઠ

が施され、ମ෦がઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面に木の葉状のѹࠟがり、ମ෦֎

面にॎ方向のϋέ、ମ෦面にφσが施される。ఈ෦中ԝのઠはম後に施されたのと͑ߟら

れ、ࠋのస用のՄੑがある。172はఈ6.3ܘᶲ、ଘ器3.7ߴᶲをଌり、মはྑである。ఈ

෦は上͛ఈ状をし、ମ෦は֎してઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面にέズリ、ମ

෦֎面にॎ方向のϋέが施される。

土坑1223（図版26－173～176、図版45－１）

　弥生土器ᆵ、ᙈ、ఈ෦と͑ߟられる遺物が出土している。これらの遺物は弥生時代中期の所࢈と

。られる͑ߟ

　173はᆵのޱԑ෦と͑ߟられる。ଘ器2.2ߴᶲをଌり、মはྑである。ޱԑ端෦が平ୱ面を

し、下に֦ுされる。ޱԑ෦֎面にϋέ、ޱԑ端෦にϤコφσが施される。ޱԑ端෦の下端に

。られる͑ߟ城ᶙ༷式にଐするとࢁ。み、端面に۳ඳ状文が施文されるࠁ

　174はᙈのޱԑ෦と͑ߟられる。෮26.6ܘޱݩᶲ、ଘ器5.4ߴᶲをଌり、মはྑである。ମ

෦はし、ޱԑ෦は֎してޱԑ端෦は平ୱ面をし、する。ޱԑ෦֎面にॎ方向の

ϋέ、ޱԑ端෦にϤコφσ、ޱԑ෦面にϋέが施される。ࢁ城ᶙ༷式にଐすると͑ߟられる。

　175、176はᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。175はఈ4.8ܘᶲ、ଘ器3.4ߴᶲをଌり、মは

ຯに֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面に木の葉状のؾである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦が֎ྑ

ѹࠟがり、ମ෦֎面にϛΨΩ、ମ෦面にϋέが施される。176はఈ6.0ܘᶲ、ଘ器10.5ߴᶲを

ଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦は֎しながら֎方向かってཱち上がり、ؾ

ຯに上方৳ͼる。ఈ෦֎面に木の葉状のѹࠟがり、ମ෦֎面にϋέ、ମ෦面にφσが施される。

その他の土坑（図版27－177～183）

　177は土坑0872から出土した。弥生土器ߴഋと͑ߟられる。ଘ器7.4ߴᶲをଌり、মはྑ

である。٭෦֎面およͼഋ෦面にϛΨΩが施される。

　178は土坑0950から出土した。弥生土器ޱᆵと͑ߟられる。෮17.2ܘޱݩᶲ、ଘ器8.8ߴᶲ

をଌり、মはྑである。ޱԑ෦は֎して開き、۶ۂしてほぼཱする。ޱԑ端෦は平ୱ面を
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し、左ӈに֦ுされる。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。

　179は土坑0848から出土した。弥生土器ᙈのޱԑ෦と͑ߟられる。෮16.2ܘޱݩᶲ、ଘ器ߴ

6.2ᶲをଌり、মはྑである。ମ෦はし、ޱԑ෦は֎してޱԑ端෦は平ୱ面をし、下

方に֦ுされる。ޱԑ෦にϤコφσが施される。ମ෦֎面はຎ໓しており、調がෆ໌ྎである。

。られる͑ߟ城ᶙ༷式にଐするとࢁ

　180は土坑0846から出土した。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ6.0ܘᶲ、ଘ器ߴ

4.7ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ

෦֎面にφσ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέが施され、面にΦサΤのࠟ跡がる。

　181は土坑0909から出土した。弥生土器ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。ఈ4.8ܘᶲ、ଘ器ߴ

6.3ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は上͛ఈ状をし、ମ෦は֎しながらཱち上がり、֎方

向かって開く。ఈ෦֎面にφσ、ମ෦֎面にॎ方向のϋέ、ମ෦面にԣ方向のϋέが施される。

　182は土坑0845から出土した࠭ؠ製の石製品で、全長8.0ᶲ、ଘ෯4.0ᶲ、ްさ2.1ᶲをଌる。ܽ

ଛしているたΊ半ԁܗをఄするが、ݩདྷԁܗであったՄੑが͑ߟられる。中ԝにઠが施されて

おり、状石ිのՄੑが͑ߟられる。

　183は土坑0859から出土した೪൘ؠ製の石製品で、ଘ長9.3ᶲ、ଘ෯3.6ᶲ、ްさ0.8ᶲをଌ

る。ຏ製石のՄੑが͑ߟられる。

ʤピットʥ（図版27−184〜189、図版45−２）

　ピット群からは弥生土器の小ยにՃ͑石製品がগྔ出土しているが、図化できたのはଟくない。

　184はピット0772から出土した。ുと͑ߟられる。෮18.8ܘޱݩᶲ、ଘ器5.3ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ମ෦はઢతに֎方開き、ޱԑ෦は۶ۂしてؾຯに方৳ͼ、ޱԑ端෦

は平ୱ面をす。ମ෦֎面にϛΨΩ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ޱԑ෦面にφσが施され、ޱԑ

෦֎面に３条のԜઢ文が施文される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。

　185はピット1197から出土した。ᙈと͑ߟられる。෮27.0ܘޱݩᶲ、ଘ器16.9ߴᶲをଌり、ম

はྑである。ମ෦はし、ڧく۶ۂしてޱԑ෦が開き、ޱԑ端෦はԜ面をし、上下方に֦

ுされる。ମ෦֎面にλλΩの後にॎ方向のϋέ、ޱԑ෦֎面にϤコφσ、ମ෦面にॎ方向の

ϋέが施される。ࢁ城ᶚ༷式にଐすると͑ߟられる。

　186はピット0991から出土した。ᆵのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ4.6ܘᶲ、ଘ器8.0ߴᶲをଌ

り、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はしながら֎方向かってཱち上がる。ఈ෦֎面

にφσ、ମ෦֎面にϋέ、ମ෦面にφσが施される。

　187はピット1039から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ5.6ܘᶲ、ଘ器ߴ

4.6ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ

෦֎面に木の葉状のѹࠟ、ମ෦下端෦にΦサΤのࠟ跡がる。ମ෦֎面は調がෆ໌ྎである。

　188はピット1143から出土した。ᆵあるいはᙈのఈ෦と͑ߟられる。෮ݩఈ5.9ܘᶲ、ଘ器ߴ

3.8ᶲをଌり、মはྑである。ఈ෦は平ୱで、ମ෦はઢతに֎方向かってཱち上がる。ఈ
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෦֎面に木の葉状のѹࠟがり、ମ෦֎面にϋέ、ମ෦面にφσが施される。

　189はピット0932から出土した೪൘ؠ製の石製品である。全長5.8ᶲ、全෯19.7ᶲ、ްさ1.0ᶲを

ଌる。石包ஸのະ製品であるՄੑが͑ߟられる。
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第ᶚষ　まとΊ

　調査地は、長岡京跡左京域およͼ弥生時代からݹ時代にかけての集落跡である東土川遺跡

のൣғにҐஔする。また、ઃఆした調査区の東端෦に長岡京東四坊坊間西小路西側溝のਪఆϥ

ΠϯがҐஔし、ͦ れҎ西は左京一条四坊四町の地であったことがఆされた。これらのことから、

上記の西側溝およͼ֘期の建物の遺構にՃ͑、東土川遺跡にଐする遺構のଘ在が༧された。

݁Ռとして、東四坊坊間西小路西側溝およͼ東土川遺跡にؼଐする竪穴建物、土坑、ピットを

確認した。Ҏ下、ࠓճの調査ՌについてవΊる。

ʤ長岡京期Ҏ߱の遺構ʥ

　東西྆調査区において、長岡京期Ҏ߱の遺構として、東西およͼ南北方向の素掘り溝をଟ検

出した。これらの溝群は耕作にう遺構とࢥわれる。南北方向の溝は、ほぼਖ਼方Ґにるのと

東に 8.0˃ৼるのとに分ྨされる。り߹い関から東西方向ののが࠷ઌ行し、࣍にࣼ行

する南北溝、ほぼਖ਼方Ґにる南北溝が࠷৽しいと͑ߟられる。また、これらの溝の埋土には、

主に鎌倉時代の所࢈と͑ߟられる瓦器ยが包含されていたが、ͦれらの遺物にେ෯な時期ࠩは認

Ίられなかった。Ҏ上のことから、ࠓճ検出した三方向の溝にはり߹い関から時期ࠩが認Ί

られるのの、ͦのࠩはવఔେきいのではなく、鎌倉時代のൣғに収まるՄੑが͑ߟられる。

また、上記の素掘り溝群にՃ͑て、西区において井戸とఆされる遺構（井戸 0883）を検出した。

掘方に井戸はଘしておらͣ、ͦのࠟ跡ཪࠐΊ土認Ίられなかったことから、素掘りの

井戸であったՄੑがߴい。遺構埋土には、瓦器ยを主とした遺物が包含されており、ͦのؼଐ

時期は素掘り溝から出土した遺物とಉ時期と͑ߟられる。

　上記の素掘り溝は調査区全ମに分していることから、調査地周辺一ଳはくと鎌倉時代に

は耕作地になっていたのとਪఆされる。井戸 0883 について、耕作に関わる井戸であったՄ

ੑが͑ߟられる。また、ࠓճの調査においてはࣨ町時代Ҏ߱の遺物をう遺構は検出されͣ、東

区西半Ҏ西においてはۙݱ代耕作土下が調査地におけるج൫層になることから、ࣨ町時代Ҏ

߱の遺構面およͼ遺構は平をडけているՄੑがある。

ʤ長岡京期の遺構ʥ

　東区の東端から西 4.7 ̼の地で、調査区を南北にॎ断する溝 0100 を検出した。遺構は検出

長 16.4 ̼、෯ 0.84 ̼、ਂさ 0.05 〜 0.12 ̼をଌり、ͦの中࣠ઢの࠲ඪは北端෦で :��25370.936、南端

෦で :��25371.128 にҐஔする。この࣠ઢは、調査地から 300 ̼南にҐஔする名ਆߴܡ川ύー

ΩϯάΤリΞ建ઃにい、1993 年度から 1997 年度にかけて࣮施された調査において検出された東

四坊坊間西小路西側溝の北Ԇ長ઢ上から西 0.4 ̼にҐஔする。また、上記調査において検出され

た東四坊坊間西小路西側溝のنは෯ 0.8 ̼をଌり、ࠓճ検出された溝 0100 はこれにۙࣅするن

を༗する。これらのことから、名ਆߴܡ川ύーΩϯάΤリΞ建ઃにう調査時の検出Ґஔか
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らਪఆされる、調査地における東四坊坊間西小路西側溝ਪఆҐஔからは西に 0.4 ̼のࠩが認Ί

られるのの、ࠓճ調査で検出した溝 0100 が東四坊坊間西小路西側溝に૬するՄੑがߴいと

。られる͑ߟ

ʤ弥生時代の遺構ʥ（図版 28）

　調査区東෦で竪穴建物４౩（竪穴建物 0250、0251、0252、0253）にՃ͑て土坑、溝状遺構、ଟ

のピットを検出した。これらの遺構のうち竪穴建物は東端෦に集中し、土坑は土坑 0277  0688

なͲ竪穴建物のۙ辺にҐஔする遺構あるが、ଟくは調査区西半（西区全域）に分する。ピッ

ト群については、竪穴建物が検出された東端෦で࠷ີ度がく、中ԝ෦（東区西半、西区東半）

ではີ度がߴく、西෦で࠷ີߴ度に分する。

　竪穴建物 0250 およͼ 0251 から弥生時代中期中葉から後葉、0252 およͼ 0253 から弥生時代中期

後葉の所࢈とݟられる土器が出土している。これらのことから、લ者の２遺構が後者の２遺構に

ઌ行して中期中葉に構ஙされ、中期後葉まで྆遺構がܧଓして機したことがఆされる。一方、

ഇઈ時期については、埋土中に中期後葉Ҏ߱の遺物が包含されていなかったことから、֘期に

られる。竪穴建物͑ߟΊられるとٻ 0252 およͼ 0253 については、埋土中に中期後葉の遺物が包

含されていたことから、֘期中に構ஙされ、ഇઈしたのと͑ߟられる。Ҏ上のことから、ࠓ

ճの調査で検出された竪穴建物について、0250 およͼ 0251 は弥生時代中期中葉から後葉、0252

およͼ 0253 は弥生時代中期後葉にଘଓ時期をൺఆすることができると͑ߟられる。ୠし、これら

の遺構にり߹い関が認ΊられなかったたΊ、竪穴建物 0250 と 0251、0250 およͼ 0251 と 0252

およͼ 0253、0252 と 0253 のલ後関はવとせͣ、弥生時代中期後葉において４౩の竪穴建物

がซଘしていたՄੑ͑ߟられる。土坑は、ͦのଟくが調査区西半（西区）にҐஔし、竪穴建

物の周辺ではগなくなる。遺構埋土中に包含される遺物が弥生時代中期中葉の所࢈と͑ߟられる

の主ମであることから、竪穴建物にઌ行すると͑ߟられる。ピット群については、ଟくがܘ 0.2

〜 0.3 ̼લ後のԁܗ平面を࣋つのであるが、ͦれらよりنがେきいの検出されている。

中で、とりわけେܕの遺構がピット 0189、0285、0294、0297 である。これらの遺構は平面ن、

検出面から遺構ఈ෦までのਂさڞに掘ཱப建物のப穴であるՄੑが͑ߟられる。これらのうち

ピット 0189、0285、0297 を一వまりと၏すことはෆՄではないが、ͦの߹、ピット 0189

と 0297 間のப間が 6.8 ̼、ピット 0189 と 0285 間のப間が 6.7 ̼をଌる。ピット 0297 の南にҐஔ

する土坑 0298 をピットと၏してՃ͑たとして、ピット 0298 と 0297 間のப間は 1.3 ̼であ

るが、ピット 0189 と 0298 間のப間が 5.5 ̼をଌる。これらのப間間ڑはப間一間分としては

す͗ると͑ߟられ、また、これらを掘ཱப建物として෮ݩしようとした߹、北東֯のப穴に

たる遺構としてピット 0294 あるいは土坑 0293 をఆすることになるが、ピット 0298 と 0189 間、

ピット 0189 と 0285 間、ピット 0285 とピット 0294 あるいは土坑 0293 間にಉنのப穴遺構をݟ

出しい。Ճ͑て、ピット 0294 あるいは土坑 0293 とピット 0285 間の࣠ઢはピット 0189 と 0297

間の࣠ઢにରして北で西にେきくৼれる。これらのことから、上記の遺構群を掘ཱப建物として
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෮ݩしいとࢥわれる。一方で、େ半をΊる小نなピット群については、平地式建物にう

遺構であるՄੑଘする。また、これらピット群の埋土に包含されていた遺物は弥生時代中

期後葉の所࢈とݟられるのが主ମをすことから、ピット群のଘଓ期間は竪穴建物とฒ行して

いたՄੑが͑ߟられる。これらのことから、土坑群は主に調査区西෦、竪穴建物は東端෦、ピッ

ト群が竪穴建物Ҏ西に分し、土坑群は主に中期中葉、竪穴建物群およͼピット群は主に中期後

葉にͦの機時期をൺఆすることがՄと͑ߟられる。また、֤遺構の分およͼఆされる機

時期から、調査地における土地利用のあり方について、中期中葉には西半が主であり、後葉

にࢸって東と֦がっていったことがఆされる。また、ピット群が竪穴建物の周辺はີ度がく、

調査区西半にଟく分することから、竪穴建物がӦまれた区域とͦのଞの区域が区分されていた

ことがӐわれる。

　Ҏ上のようにࠓ調査では、竪穴建物を中৺とした東土川遺跡にؼଐすると͑ߟられる遺構をは

じΊ、長岡京東四坊坊間西小路西側溝と͑ߟられる溝 0100、鎌倉時代の遺物を埋土中に包含する

素掘り溝およͼ井戸を検出した。弥生時代中期の遺物を埋土中に包含する竪穴建物を検出したこ

とは、東土川遺跡でのطԟ調査ではະ検出であることとซせ、֘遺跡における居住域の一端

をりうるՌであると͑ߟられる。また、長岡京東四坊坊間西小路西側溝を検出したことにより、

条坊の施工がࠓճ調査地周辺にまで及んでいたことが໌らかになったが、֘遺構Ҏ֎の長岡京

期の遺構は確認されなかったたΊ、長岡京左京一条四坊四町の土地利用の在り方についてはෆ໌

確である。平安時代の遺構は検出されなかったが、中世の素掘り溝埋土中にۇۃかではあるのの、

֘期の所࢈と͑ߟられる遺物が包含されていたことから、Կらかの土地利用が為されていたՄ

ੑが͑ߟられる。Ճ͑て鎌倉時代の遺物を包含する素掘り溝を検出したことは、くと֘

期にはࠓճ調査地が耕作地として利用されていたことをࣔࠦする。また、ࣨ町時代Ҏ߱の遺構

遺物が確認されなかったことは、鎌倉時代の遺構を検出した遺構面上にまでۙݱ代耕作土

土およͼ֧ཚが及んでいたことから、これらによってഁյされたことが͑ߟられる。これらのこ

とから、ࠓ調査では東土川遺跡の居住域を検出するととに、長岡京期から中世における調査

地周辺の土地利用の在り方をりうるՌをಘることができたと͑ߟられる。
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1 土師器 ࡼ 東区 溝 0066 8.0 1.5 7.5:38�3 ઙԫᒵ

2 瓦器  東区 溝 0092 13.2 	4.2
 /5� 灰

3 瓦器  東区 溝 0085 13.2 	3.9
 /3� ҉灰

4 瓦器  東区 溝 0085 	1.0
 4.6 /4� 灰

5 灰釉陶器  東区 溝 0084 	1.2
 6.6 /7� 灰ന

6 灰釉陶器  東区 溝 0131 	2.0
 9.6 /6� 灰

7 緑釉陶器  東区 溝 0083 	1.5
 7.0 	 釉 
 ԫ緑
	  
/7� 灰ന

8 石製品 石᭲ 東区 溝 0083 長 	4.3
 ෯ 	2.1
 0.3

9 須恵器 ഋ֖ 東区 溝 0100 3.4 	1.6
 10:37�1 灰ന

10 須恵器 ഋ 東区 溝 0100 	2.3
 9.8 10:38�2 灰ന

11 須恵器 ഋ֖ 東区 ൫層上包含層ج 14.8 	1.3
 5:5�1 灰

12 須恵器 ഋ֖ 東区 ൫層上包含層ج 	1.5
 /6� 灰

13 須恵器 ഋ 東区 ൫層上包含層ج 	1.8
 9.8 /7� 灰ന

14 須恵器 ᙈ 東区 ൫層上包含層ج 17.8 	1.8
 /7� 灰ന

15 石製品 石包ஸ 東区 ൫層上包含層ج 長 3.7 ෯ 	6.6
 0.4

16 石製品 石᭲ 東区 ൫層上包含層ج 長 	3.5
 ෯ 	2.5
 0.6

17 石製品 石᭲ 東区 ൫層上包含層ج 長 3.0 ෯ 2.4 0.8

18 石製品 石᭲ 東区 ൫層上包含層ج 長 3.5 ෯ 2.0 0.5

19 弥生土器 ᆵ 東区 竪穴建物 0250 北西 	3.0
 7.5:37�4 にͿいᒵ

20 弥生土器 ᆵ 東区 竪穴建物 0250 น溝南東 23.6 	6.0
 5:36�6 ᒵ

21 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0250 南東 	5.2
 7.5:36�3 にͿい

22 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0250 北西 	3.2
 10:37�2 にͿいԫᒵ

23 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0250 東西 TFD 14.2 	4.5
 7.5:37�4 にͿいᒵ

24 弥生土器 ു 東区 竪穴建物 0250 断ׂり 38.8 	5.9
 10:37�2 にͿいᒵ

25 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0250 北東 	3.3
 4.0 2.5:3�1 ࠇ

26 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0250 北西 	3.1
 12.0 10:38�3 ઙԫᒵ

27 弥生土器 ᆵ 東区 竪穴建物 0251 北西 	3.0
 7.5:36�4 にͿいᒵ

28 弥生土器 ᆵ 東区 竪穴建物 0251 北東 17.0 	6.5
 10:37�4 にͿいԫᒵ

29 弥生土器 ᆵ 東区 竪穴建物 0251 北東 	3.0
 10:36�2 灰ԫ

30 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0251 北西 	3.3
 10:37�3 にͿいԫᒵ

31 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0251 北東 	2.6
 7.5:37�4 にͿいᒵ

32 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0251 北西 	2.3
 6.6 10:35�2 灰ԫ

33 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0252 中 	2.6
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

34 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0252 中 15.0 	3.4
 7.5:37�3 にͿいᒵ

35 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0252 中 18.0 	7.9
 10:38�1 灰ന

36 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0252 南 15.0 	4.9
 7.5:37�4 にͿいᒵ

37 弥生土器 ു 東区 竪穴建物 0252 中 25.4 	4.2
 10:35�2 灰ԫ

38 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0252 中 	2.2
 4.6 10:37�3 にͿいԫᒵ

39 石製品 石᭲ 東区 竪穴建物 0252 北 長 	2.5
 ෯ 2.0 0.5

40 弥生土器 ਫ平ޱԑ
ഋߴ 東区 竪穴建物 0253 南西 	6.4
 10:37�3 にͿいԫᒵ

41 弥生土器 ഋߴ 東区 竪穴建物 0253 南西 	5.9
 7.6 	 ֎ 
7.5:38�6 ઙԫᒵ
	  
2.5:3�1 ৭ࠇ

42 弥生土器 ഋߴ 東区 竪穴建物 0253 北西 4.4 	8.1
 7.5:37�4 にͿいᒵ

43 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0253 南西 33.8 	3.3
 5:37�6 ᒵ

44 弥生土器 ᙈ 東区 竪穴建物 0253 北西 16.4 	2.1
 10:37�3 にͿいԫᒵ

45 弥生土器 ു 東区 竪穴建物 0253 北西 	3.7
 2.5:36�4 にͿいᒵ

46 弥生土器 ു 東区 竪穴建物 0253 北西 	3.8
 10:37�2 にͿいԫᒵ

47 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0253 北東 	5.1
 9.0 10:37�2 にͿいԫᒵ

48 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0253 南東 	4.6
 3.4 7.5:37�6 ᒵ

49 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0253 南東 	2.2
 3.7 10:37�3 にͿいԫᒵ

表４　遺物観察表
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50 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0253 北西 	2.8
 4.0 7.5:37�4 にͿいᒵ

51 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 竪穴建物 0253TFD 	3.8
 4.6 7.5:37�4 にͿいᒵ

52 弥生土器 ഋߴ 東区 土坑 0258 	2.3
 12.6 5:37�4 にͿいᒵ

53 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0258 	2.7
 7.5:38�3 ઙԫᒵ

54 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0277 27.6 	6.5
 	  
5:38�2 灰ന
	 ֎ 
7.5:38�3 ઙԫᒵ

55 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0277 	7.3
 4.2 7.5:38�3 ઙԫᒵ

56 弥生土器 ᙈ 東区 土坑 0277 19.0 	15.3
 10:38�2 〜 8�3 灰ന〜ઙ
ԫᒵ

57 弥生土器 ᙈ 東区 土坑 0277 	15.5
 5.5 10:37�3 にͿいԫᒵ

58 弥生土器 ᙈ 東区 土坑 0277 	9.4
 7.3 	  
10:37�2 にͿいԫᒵ
	 ֎ 
10:37�3 にͿいԫᒵ

59 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0277 	8.7
 7.5 10:38�2 灰ന

60 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0277 	7.2
 4.6 7.5:37�4 にͿいᒵ

61 石製品 石包ஸ 東区 土坑 0277 長 	3.4
 ෯ 	8.0
 0.7

62 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0284 22.8 	8.6
 10:38�2 灰ന

63 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0284 26.8 	4.3
 7.5:38�2 灰ന

64 弥生土器 ᙈ 東区 土坑 0284 19.7 	8.3
 7.5:38�3 ઙԫᒵ

65 弥生土器 ᙈ 東区 土坑 0284 	12.8
 7.1 10:38�3 ઙԫᒵ

66 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0284 	3.1
 4.8 10:34�1 灰

67 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0284 	3.0
 9.6 10:37�2 にͿいԫᒵ

68 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0284 	4.3
 6.0 7.5:3 にͿいᒵ

69 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0284 	4.4
 5.8 	  
10:38�2 灰ന
	 ֎ 
10:36�2 灰ԫ

70 弥生土器 ു 東区 土坑 0672 22.1 	4.4
 7.5:36�4 にͿいᒵ

71 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0672 	4.8
 5.5 5:36�6 ᒵ

72 弥生土器 ഋߴ 東区 土坑 0688 4.2 	8.0
 10:38�3 ઙԫᒵ

73 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0688 	7.1
 7.0 10:38�3 ઙԫᒵ

74 弥生土器 ു 東区 土坑 0265 	4.8
 7.5:37�4 にͿいᒵ

75 弥生土器 ᆵ 東区 土坑 0293 31.8 	13.4
 7.5:38�6 ઙԫᒵ

76 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0260 	4.5
 5.2 2.5:8�2 灰ന

77 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0268 	2.1
 9.2 10:38�1 灰ന

78 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 土坑 0298 	2.9
 6.2 10:38�3 ઙԫᒵ

79 石製品 石包ஸ 東区 土坑 0658 長 	4.5
 ෯ 	8.3
 0.6

80 弥生土器 ഋߴ 東区 ピット 0604 4.2 	7.3
 7.5:37�4 にͿいᒵ

81 弥生土器 ᆵ 東区 ピット 0582 9.0 	13.2
 2.5:7�1 灰ന

82 弥生土器 ᆵ 東区 ピット 0684 12.3 	4.5
 7.5:36�4 にͿいᒵ

83 弥生土器 ᆵ 東区 ピット 0689 26.0 	9.8
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

84 弥生土器 ᆵ 東区 ピット 0686 5.2 	  
5:37�6 ᒵ
	 ֎ 
7.5:37�3 にͿいᒵ

85 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0150 	4.7
 10.0 	  
7.5:37�4 にͿいᒵ
	 ֎ 
10:37�2 にͿいԫᒵ

86 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0333 	2.4
 4.6 	 ֎ 
5:37�6 ᒵ
	  
/6� 灰

87 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0439 	4.6
 5.8 10:36�2 灰ԫ

88 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0450 	3.5
 8.0 10:38�2 灰ന

89 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0609 	2.6
 7.2 10:38�3 ઙԫᒵ

90 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0623 	5.9
 6.8 10:38�2 灰ന

91 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0669 	4.1
 7.0 7.5:37�6 ᒵ

92 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 ピット 0684 	4.3
 3.7 7.5:34�1 灰

93 石製品 石 東区 ピット 0167 長 	5.7
 ෯ 4.2 1.3

94 石製品 石 東区 ピット 0208 長 7.1 ෯ 3.5 2.4

95 石製品 石᭲ 東区 ピット 0167 長 	3.9
 ෯ 1.9 0.6
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96 弥生土器 ਫ平ޱԑ
ഋߴ 東区 溝 0269 20.2 	6.4
 5:36�4 にͿいᒵ

97 弥生土器 ᆵ 東区 溝 0269 16.6 	4.0
 7.5:38�3 ઙԫᒵ

98 弥生土器 ᙈ 東区 溝 0269 14.0 	9.8
 10:37�3 にͿいԫᒵ

99 弥生土器 ᙈ 東区 溝 0269TFD 16.0 	4.7
 10:38�1 灰ന

100 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 溝 0269 	3.0
 5:35�6 ໌

101 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 溝 0269 	2.8
 6.0 5:36�6 ᒵ

102 弥生土器 ᆵ 東区 溝 0279 14.2 	6.8
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

103 弥生土器 器 東区 流路状遺構 0648 	4.1
 7.5:37�6 ᒵ

104 弥生土器 ഋߴ 東区 流路状遺構 0648 25.4 	3.7
 2.5:8�2 灰ന

105 弥生土器 ᆵ 東区 流路状遺構 0648 13.1 	6.0
 7.5:38�1 〜 8�2 灰ന

106 弥生土器 ᙈ 東区 流路状遺構 0648 13.6 	5.8
 10:38�2 灰ന

107 弥生土器 ᙈ 東区 流路状遺構 0648 18.0 	5.4
 10:38�2 灰ന

108 弥生土器 ു 東区 流路状遺構 0648 14.8 	4.9
 10:38�2 灰ന

109 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 流路状遺構 0648 	3.4
 4.7 	 ֎ 
2.5:8�2 灰ന
	  
/3� ҉灰

110 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 流路状遺構 0648 	3.3
 3.0 	 ֎ 
10:38�1 灰ന
	  
10:34�1 灰

111 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 東区 流路状遺構 0648 	3.5
 5.4 10:35�1 灰

112 土師器 ࡼ 西区 溝 0715 	1.7
 10:37�3

113 土師器 ࡼ 西区 溝 0715 6.9 1.2 7.5:37�4 にͿいᒵ

114 土師器 ࡼ 西区 溝 0730 8.5 1.5 7.5:38�4 ઙԫᒵ

115 土師器 ࡼ 西区 溝 0725 8.3 	1.6
 /3� ҉灰

116 須恵器 ു 西区 溝 0712 	4.1
 /7� 灰ന

117 瓦器 ࡼ 西区 溝 0746 9.8 1.8 /3� ҉灰

118 瓦器  西区 溝 0715 5.4 	2.8
 2.5:6�1 ԫ灰

119 瓦器  西区 溝 0716 14.1 4.2 5.0 2.5:5�1 ԫ灰

120 瓦器  西区 溝 0742 14.1 	4.2
 /4� 灰

121 瓦質土器 羽ז 西区 溝 0725 15.0 	3.8
 /3� ҉灰

122 瓦質土器 羽ז 西区 溝 0742 28.0 	8.6
 /3� ҉灰

123 瓦質土器 羽ז 西区 溝 0715 16.4 	4.9
 10:36�1 灰

124 瓦質土器 羽ז 西区 溝 0715 	11.4
 10:35�1 灰

125 土師器 ࡼ 西区 井戸 0883 8.4 	1.3
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

126 土師器 ࡼ 西区 井戸 0883 8.3 	1.3
 10:37�2 にͿいԫᒵ

127 土師器 ࡼ 西区 井戸 0883 9.0 	1.5
 2.5:8�1 灰ന

128 土師器 ࡼ 西区 井戸 0883 14.1 	2.6
 10:38�2 灰ന

129 須恵器 ു 西区 井戸 0883 31.0 	4.5
 /7� 灰ന

130 瓦器 ࡼ 西区 井戸 0883 8.4 	1.6
 /5� 灰

131 瓦器 ࡼ 西区 井戸 0883 9.1 1.9 /5� 灰

132 瓦器 ࡼ 西区 井戸 0883 9.7 2.6 /6� 灰

133 瓦器  西区 井戸 0883 14.5 4.7 /4� 灰

134 瓦器  西区 井戸 0883 14.7 4.7 /3� ҉灰

135 瓦器  西区 井戸 0883 14.0 4.5 /5� 灰

136 瓦質土器 羽ז 西区 井戸 0883 21.0 	6.9
 /3� ҉灰

137 瓦質土器 羽ז 西区 井戸 0883 長 	17.9
 /3� ҉灰

138 木製品 下ବ 西区 井戸 0883 長 	8.5
 ෯ 	7.7


139 土師器 ࡼ 西区 土坑 1180 9.0 1.3 10:38�1 〜 8�2 灰ന

140 瓦質土器 羽ז 西区 土坑 1180 19.8 	5.7
 /3� ҉灰

141 瓦質土器 羽ז 西区 土坑 1180 長 	21.5
 /3� ҉灰

142 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0782 18.5 	9.1
 10:38�2 灰ന

143 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0782 21.4 	6.7
 7.5:37�6 ᒵ

144 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0782 21.0 	17.0
 7.5:37�4 にͿいᒵ



−46−

ࡌܝ
/P 器種 器ܗ 地区 出土遺構 ܘޱ

	 ᶲ 

器ߴ
	 ᶲ 


ఈܘ
	 ᶲ 


ް
	 ᶲ 
 ৭調 උߟ

145 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 0782 	5.3
 5.5 10:37�3 にͿいԫᒵ

146 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0790 19.4 	2.4
 10:38�3 ઙԫᒵ

147 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0790 22.4 	3.1
 7.5:38�2 灰ന

148 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0790 19.7 	5.4
 10:38�1 灰ന

149 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0790 21.8 	8.7
 10:38�3 ઙԫᒵ

150 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0800 11.2 	6.3
 7.5:37�4 にͿいᒵ

151 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0800 13.2 	4.8
 7.5:36�4 にͿいᒵ

152 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0918 27.7 	7.2
 10:36�2 灰ԫ

153 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0918 	17.9
 7.5:38�2 灰ന

154 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0918 18.6 	7.4
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

155 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 0918 	5.6
 5.8 10:38�3 ઙԫᒵ

156 弥生土器 ഋߴ 西区 土坑 0960 	6.9
 11.1 10:37�2 にͿいԫᒵ

157 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0960 24.0 	5.0
 5:37�3 にͿいᒵ

158 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0960 13.8 	9.6
 7.5:37�4 にͿいᒵ

159 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 1069 	2.6
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

160 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 1069 24.0 	9.1
 10:38�1 灰ന

161 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 1069 13.4 	5.9
 7.5:38�3 〜 8�4 ઙԫᒵ

162 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 1069 23.6 	14.8
 2.5:8�2 灰ന

163 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1069 	4.8
 6.5 10:38�3 ઙԫᒵ

164 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1069 	4.9
 6.5 /3� ҉灰

165 石製品 石包ஸ 西区 土坑 1069 長 	3.8
 ෯ 	8.9
 0.5

166 弥生土器 ഋߴ 西区 土坑 1076 	6.2
 10:37�2 にͿいԫᒵ

167 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 1076 20.4 	12.3
 5:37�6 ᒵ

168 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 1076 18.3 	5.4
 10:38�2 灰ന

169 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1076 	8.2
 7.0 10:38�2 灰ന

170 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1076 	4.5
 8.1 10:38�3 ઙԫᒵ

171 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1076 	8.4
 5.8 10:37�2 にͿいԫᒵ

172 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1076 	3.7
 6.3 5:38�4 ୶ᒵ

173 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 1223 	2.2
 10:38�3 ઙԫᒵ

174 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 1223 26.6 	5.4
 7.5:38�4 ઙԫᒵ

175 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1223 	3.4
 4.8 10:38�3 ઙԫᒵ

176 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 1223 	10.5
 6.0 7.5:36�3 にͿい

177 弥生土器 ഋߴ 西区 土坑 0872 	7.4
 10:37�3 にͿいԫᒵ

178 弥生土器 ᆵ 西区 土坑 0950 17.2 	8.8
 7.5:37�2 灰໌

179 弥生土器 ᙈ 西区 土坑 0848 16.2 	6.2
 10:37�2 にͿいԫᒵ

180 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 0846 	4.7
 6.0 5:37�4 にͿいᒵ

181 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 土坑 0909 	6.3
 4.8 7.5:38�2 灰ന

182 石製品 西区 土坑 0845 長 8.0 ෯ 	4.0
 2.1

183 石製品 石 西区 土坑 0859 長 	9.3
 ෯ 	3.6
 0.8

184 弥生土器 ു 西区 ピット 0772 18.8 	5.3
 10:36�2 灰ԫ

185 弥生土器 ᙈ 西区 ピット 1197 27.0 	16..9
 5:37�4 にͿいᒵ

186 弥生土器 ᆵ 西区 ピット 0991 	8.0
 4.6 7.5:36�6 ᒵ

187 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 ピット 1039 	4.6
 5.6 7.5:37�4 にͿいᒵ

188 弥生土器 ᆵ PS ᙈ 西区 ピット 1143 	3.8
 5.9 7.5:37�4 にͿいᒵ

189 石製品 石包ஸ
ະ製品 西区 ピット 0932 長 5.8 ෯ 19.7 1.0
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調査区東壁、西壁土層断面図（１：100）
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調査区南壁土層断面図（１：100）
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調査区北壁土層断面図（１：100）
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第１－１面　調査区全体平面図（１：250）
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西区　井戸 0883、土坑 1180 平・断面図（１：50）
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第１－２面　調査区全体平面図（１：250）
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東区　溝 0100 平・断面図（１：80）
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第２面　調査区全体平面図（１：250）
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東区　竪穴建物 0250 平・断面図（１：50）
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東区　竪穴建物 0251 平・断面図（１：50）
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東区　竪穴建物 0252 平・断面図（１：50）
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東区　竪穴建物 0253 平・断面図（１：50）
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東区　土坑 0258・0277・0284・0293 平・断面図（１：50）
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東区　土坑 0298・0688、ピット 0189・0285 平・断面図（１：50）
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東区　ピット 0294・0297・0582、溝状遺構 0269 平・断面図（１：50）
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東区　溝状遺構 0279、流路状遺構 0648 平・断面図（１：50）
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西区　土坑 0782・0790・0800・0918・0960 平・断面図（１：50）
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西区　土坑 1069・1076・1223 平・断面図（１：50）
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西区　ピット0772・0932・0991・1039・1143・1197平・断面図（１：50）
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出土遺物１（１：４）

０ 20㎝
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27～32 ：ᮾ区第２面　❿✰ᘓ物0251出土遺物
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出土遺物２（１：４）

０ 20㎝

33～39 ：ᮾ区第２面　❿✰ᘓ物0252出土遺物

40～51 ：ᮾ区第２面
❿✰ᘓ物0253出土遺物

54～61 ：ᮾ区第２面　土坑0277出土遺物
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38

37

36

41

34

39

43

35

33

40

48

59

50

46

47

44

51

49

57

45

56

42

54

52

61

55

60

53

58



図
版
22

出土遺物３（１：４）

０ 20㎝

70䞉71 ：ᮾ区第２面　土坑0672出土遺物 72䞉73 ：ᮾ区第２面　土坑0688出土遺物

62～69 ：ᮾ区第２面　土坑0284出土遺物

74 ：ᮾ区第２面　土坑0265出土遺物　  75 ：ᮾ区第２面　土坑0293出土遺物
76 ：ᮾ区第２面　土坑0260出土遺物　  77 ：ᮾ区第２面　土坑0268出土遺物
78 ：ᮾ区第２面　土坑0298出土遺物　  79 ：ᮾ区第２面　土坑0658出土遺物
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出土遺物４（１：４）

０ 20㎝

96～101：ᮾ区第２面　⁁≧遺ᵓ0269出土遺物
　　　102：ᮾ区第２面　⁁≧遺ᵓ0279出土遺物

89～95：ᮾ区第２面　䝢䝑䝖⩌出土遺物

103～111 ：ᮾ区第２面　ὶ㊰≧遺ᵓ0648出土遺物

102

96

99

98

101

97

100

107

89

105

90

109

91

106

111

92

104
103

108

93

110

94

95



図
版
24

出土遺物５（１：４）

０ 20㎝

112～124 ：西区第䠍面　⣲᥀䜚⁁⩌出土遺物
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出土遺物６　（１：４）

０ 20㎝

142～145 ：西区第２面　土坑0782出土遺物

146～149 ：西区第２面　土坑0790出土遺物

152～155 ：西区第２面　土坑0918出土遺物
156～158 ：西区第２面　土坑0960出土遺物
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出土遺物７（１：４）

０ 20㎝

173～176 ：西区第２面　土坑1223出土遺物

166～172 ：西区第２面　土坑1076出土遺物

159～165 ：西区第２面　土坑1069出土遺物
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出土遺物８　（１：４）
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第２面　弥生時代遺構変遷図（１：250）
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遺
構

１．東区　第１−２面全景（上が北）

２．東区　第１−２面　溝0100全景（南から）
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遺
構

１．東区　第２面全景（上が北）

２．東区　第２面　竪穴建物0250全景（北東から）
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遺
構

１．東区　第２面　竪穴建物0251全景（北東から）

２．東区　第２面　竪穴建物0252全景（北東から）
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遺
構

１．東区　第２面　竪穴建物0253全景（北東から）

２．東区　第２面　土坑0277遺物出土状況（北西から）
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遺
構

１．東区　第２面　土坑0284遺物出土状況（北東から）

２．東区　第２面　ピット0582遺物出土状況（北から）
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遺
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１．西区　調査区全景（上が北）

２．西区　第１面　井戸0883半裁断面（北から）
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遺
物

１．東区　第１−１面　素掘り溝群出土遺物

２．東区　第１−２面　溝0100出土遺物
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遺
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１．東区　第３層　出土遺物

２．東区　第２面　竪穴建物0250出土遺物
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１．東区　第２面　竪穴建物0251出土遺物

２．東区　第２面　竪穴建物0252出土遺物
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１．東区　第２面　土坑0284出土遺物

２．東区　第２面　土坑0672・0688出土遺物
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１．東区　第２面　ピット群出土遺物

２．東区　第２面　溝状遺構0269・0279出土遺物
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遺
物

１．東区　第２面　流路状遺構0648出土遺物

２．西区　第１面　素掘り溝群出土遺物
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１．西区　第２面　土坑0960・1069出土遺物

２．西区　第２面　土坑1076出土遺物
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１．西区　第２面　土坑1223出土遺物
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